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自分 力斬可者であるかを し

心 に留 める
副管長N・ エ ル ドン ・タナ ー

編集記 ：これはタナー副管長が1982年11月 に逝去され

る直前に，、大管長会メッセージとして準備された最後

の記事です。私たちは，副管長の逝去からこのメッセ

ージの発表予建時期までかなりの月数があったため
，

掲載を見合わせて，次号に予定されていたメッセ」ジ

を繰り上げて発表するか，それとも初めの予定通りに

このメッセージを掲載するかを検討しました。そして，

このメッセージはいつの時代にも当てはまり，すべて

の人に重要な内容を持つものであり，かつ9ナ ー副管

長自身の高潔な生涯をよく表わしているという判断の

下に，本号に掲載することを決定しました。

私
はデ ビッ ド・0・ マ ッケイ大管長か

ら，教会員 に伝 えて欲 しい とメ ッセ

ージを依頼 されたことがあ りますが
，その

力強いメッセージが脳裏に浮かんで きます。

大管長が教会本部 を離れて他の地へ訪問で

きない状態 の時でした。私 は割 り当てを受

けて出発する前 に，よ くマッケイ大管長に

助言を求めに行 きましたが，そうい う時に，

よくこう言われたのを覚えています。「タナ

ー副管長
，その人たちの所へ行 くについて

お願い したい ことが あります。彼 らに自分

が何者であるか を思い起 ごし，それ にふさ

わしい生 き方をするよう，そして私たちは

それぞれ にひ とつの責任 を負っているとい

うことを気付かせるようにして下 さい。」

この言葉は私の心か ら永遠 に消 えない も

のとな りました。 そして確 かに私 はこ1のメ

ッセージを，全世界を旅 しなが ら何度 とな

く述べ伝えました。私 はこのメ ッセージを

家族 に，そして自分のオフィスを訪ねて来

る人々に も力説 して きました。 また，それ

を生活の中で形 に表わ し，一自分 に寄せ られ

た信頼にふ さわしい者 となるよう努めてき

ました。

私たちは一体何者な ので しょうか。 まず

最初 に，私たちは神の霊の子供であり，次
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に，末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の会員

であります。何 と素晴 らしい祝福，何 と大

きな責任ではないでしょうか。福音の回復，

神が予言者 に授 けられた数々の啓示，教会

を導 くために神か ら授 けられた知識を私た

ちに知 らせて くれる予言者の存在， これ ら

を通 して私たちは知識 と神権 を授か るとい

う最高の祝福 と幸運 に浴 しているのです。

神権は自分 自身と家族を救い，神 のみ もと

へ帰 る助けを与 えて くれるものです。

背教があ り，心をかた くなにして神 のみ

言葉に耳を傾けず，み言葉を信 じず，受 け

入れようとしない人々がいました。 そのた

め世の多 くの人々が， 自分 自身の救い と永

遠の生命 とい う点に関 して暗闇の中にいま

す。ですから，「光 を人々の前 に輝か し，そ

して，人々が…… よいお こないを見て，天

にいます……父をあがめるように」(マタイ

5：16)す る ことは，私たちの特権であ り，

義務，責任で もあるのです。

これを心に刻んでお くのは大切な ことで

す。そして， この責任 を私たちに与 えられ

たのが神であることを絶えず思い起 こすな

ら，神の戒めに従 った行ないをす る上で助

けとなるに違いありません。

法律 を守 らず， また麻薬やアルコールな

どの問題 を抱 えている若人がいます。 また

経済的な面の責任感が欠落 した若人 も数多

くいますが，私はこういった問題の多 くは

大人たちの悪い見本による ものだ と常々感

じてい ます。 ほとんどの場合，彼 らは自分

が見た行 ないだけをするものです。国，学

校，地域社会の指導者 といわれる人々の生

活 を見 ると， あまりと言 えばあまりなほど

不道徳，不正直，不誠実がはび こっていま

す。私 たちは真理，宗教， 自由のために戦
じゆん こうまい

い，殉 じた人々の生活 を形作 っていた高適

な理想，気高い原則 を，何 とか してもう一

度 つかみ直 さなければな りません。

教会員 は急速に増加 していますが，私た

ちはキ リス トに従 った生活による模範 や，

実際に福音の原則 を述 べ，教 えることによ

って，絶 えず伝道 の業に励む必要が ありま

す。

カナダにいた時のひ とつの経験 を思い出

します。私は長年の間， ある教会員でない

人 と一緒 に仕事 をしていました。私 は宗教

の ことを話題 にするのを避けてい ました。

ふた りの親 しい関係 にひびを入れた くなか

ったか らです。 しかし結局， この教会の教

え とイエス ・キ リス トの福音 を学んでみる

気はないか尋ねてみたい気持ちになったの

です。彼 は興味 を示し，それからす ぐに奥

さん と一緒 に日曜 日の集会 に出席 しました。

彼 らは間 もな く子供 と一緒 に教会員 とな り，

時間や才能 を捧 げて教会 に大 きな寄与 をし

ました。 この夫婦はつい先頃，ある伝道部

を管理する責任 を終 えて帰還 し，子供たち

も様々な分野で奉仕の働 きをし，幾人かは

伝道の責任 も果た してきました。 もし私が

彼 らに福音の良 きお とずれ を伝える責任を

怠 っていた ら，教会に とって大きな損失 と

なっていた ことで しょう。

ある時私 は彼か ら，長い間教会の ことを

話 して くれず，おかげで家族が福音の祝福

にあずかれなかった と責め られ，2度 と同
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じことはす まい， 自分が何者 かさらによく

自覚し，それにふさわ しい行 ない をしなけ

ればと決心 しました。

西 ヨーロッパ伝道部の伝道部長だった時
』
に，駐留米軍の軍人たち と知 り合 う機会に

恵まれ ました。軍人 ステーキ部のステーキ

部長か ら次のような面白い話を聞かされた

ことがあ ります。

彼はそのステーキ部の幹部書記 をしてい

る時に，自分の隊の将官に呼ばれ，補佐役

として働 く気はないか と言われました。そ

の責任 に就 くと，将官が行 く所へは どこへ

でも付いて行かなければならな くな ります。

教会の召 しと家族に対する責任への影響を

考えた彼は，辞退 したい と言いました。

する とこう言われました。「君 は家族 と教

会のことで， この話 を断わると言 うのか。」

「はい
，おっしゃる通 りです」 と答 える'

と，

将官 は 「分かった， この話はなかった こ

とにしよう」 と言い ました。 ところが，数

日する とまた彼 を呼び出 し，教会 と家族に

対する責任が果たせるように必要な調整は

するから，考え直 してもらえないか と言っ

てきたそうです。

専任宣教師を務めたことのあるもうひと

りの軍人は，フランスで2年 半伝道 してい

た時 よりも，軍務の問の1年 半の方が多 く

の人にバプテスマを授 け改宗させ ることが

できた と話 して くれ ました。 これが， 自分

が何者であるかを知 り，それにふ さわしい

生き方をするということです。

マッケイ大管長の数々のメッセージの中

には一貫 して このテーマが流れてい ます。

そのことを示す意味で，私が初 めて副管長

に支持 された時の総大会で大管長が話 され

た言葉の中か ら引用してみたい と思います。

「教会 はこの世の生涯は試 しの時である

と教 えています。本能の奴隷 とならずに，

逆にこれを治める者 となる ことは人の義務

です。肉体的な欲望は自分で治めるべ きも

のであ り，健康 と長生 きのために用いるべ

きものです。 また激 しい感情 も幸福 と他の

人の祝福 のために支配 し統御する必要があ

ります。

人 の最高の幸せ は，他の人のために無私

の行 ないをする ことによってもたらされる

ものです。現在 に至るまでの科学の進歩 と

様々な発見 は，必要 とあらば喜んで真理の

ために身を捧げてきた人々の努力の結果で

す。

もしこれ まで聖霊のささや きに従った生

活 をし， これか らもそうしてい くなら，皆

さんの心は幸福感で一杯になるでしょう。

もしそれか らはずれ， 自分で正 しい と知っ

ていることをしてこなかったという気持ち

になるな ら，た とえこの世 の富を手に して

い ようとも，悲しみへの道 を歩いているこ

とに な り ま す。」(ConferenceReport，

Octoberl963)

マ ッケイ大管長が自ら語 られた最後 のメ

ッセー ジは，1966年10月2日 の 日曜 日の話

です。(大管長は別のメッセージを準備 して

いたが，それは息子たちが代読 した)そ の

最後 のメッセージか ら引用 してみます。

「宋 日聖徒イエス ・キリス ト教会は神の
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私たちには，神が現在天におられ，また神の御子イエス ・キリスト

が私たちにひとつの計画を与えて下さったという知識があります。

この主の計画によって，私たちは……永遠の生命を授かるのです。

みこころが この神権時代に明 らかにされて

きた こと， また福音の原則，人生 の原則が

啓示されてきた ことを，世 に向かって証 し

てい ます。 それ らは皆，時の絶頂 にキ リス

トが教 えられた原則 と一致するものです。

神のみ こころであるすべての原則 について

ここでお話 することはできませんが，聖典

に書かれているように， それらは非常に簡

潔で 『愚かなる者 はそ こに迷い入ることは

ない』(イ ザヤ35：8)も のなのです。

自分が福音の原則 と儀式 に従 ったなら，

次 はその神のみ こころを隣人 に伝 え，人々

に幸せをもたらし， 自分 もその中に生 きる

ひ とりとして世の中を良 くしていかなけれ

ばな りません。 キリス トは御 自身のすべて

を捧 げて私たちにその原則 を教 えられ まし

た。そ してこう言っておられ ます。『わた し

の兄弟であるこれ らの最 も小さい者のひ と

りにしたのは，すなわ ち，わたしに したの

である。』(マ タイ25：40)こ れが，神が私

たちに授けて下 さったメッセージです。 こ

の教会 は完全に組織された神の教会であり，

他の人 に善 を行 なう機会が，大人や子供 を

問わずすべ ての人 に与 えられています。そ

れは神権者の務 めです。 また補助組織 で働

く人々，神 に仕 え，そのみ こころを行 なう

すべての人々の責任です。現 にそれ を行な

い， これか らも続 けてい く人 は，実際に試

した結果 として， それが神のみ業であるこ

とをさ らに強 く確信するようになるでしょ

う。私 たちは神のみこころを行なうことに

よって，神 を知 り， さらに神 に近づ き，永

遠 の生命が与 えられると感 じるようになる

のです。私たちは どこにいても，すべての

人 に愛 を感ずるようにな り，古代 の使徒 と

共 にこう叫ぶことがで きます。『わたしたち

は，兄弟 を愛 しているので，死か らいのち

へ移 ってきた ことを，知 っている。』(1ヨ

ハネ3：14)」(ConferenceReport，Octo-

ber1966)

現 在 の予言者，スペ ンサー ・W・ キンボ

ール大管長 もこれ と同 じ宣言をしてい ます。

キンボール大管長はそのメッセージを，私

が彼の副管長 として最初に支持 された総大

会の最後 の説教の中で語 られ ましたが，そ

の中にはマ ッケイ大管長が語 られた と同じ

ことが非常 にはっきりと出ています。キン

ボール大管長は こう話 されたのです。

「私たちは主に仕えようとしてお り，そ

の 目的が正 しく，尊いものであることを確

信 しています。 しか し何に もまして，私た

ちには，神が現在天におられ， また神の御

子イエス ・キ リス トが私たちにひとつの計

画 を与 えて下 さった という知識があります。

この主の計画 によって，私たちと愛する者

たちは，忠実であれば永遠の生命 を授かる

のです。 この永遼の生活 は，達成 と喜びと

発展に満 ちた，多忙な，目的のある生活に

聖徒の道/1983年8月 号 5
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なるでしょう。

皆さんは， この世 において これ までに味

わった喜びの中か ら最 も大 きなものを思い

出せる と思います。'ところが次の世の生活

はそうした喜びを伴 った生活の延長で あっ

てしか もこの世 に増 して大 きく、，倍加 され

た， しか ももっと望ましい，・意味の深い事

柄を伴 うのです。 この世 の交わ りすべてを

通して，皆 さんは進歩 と喜び と成長 と幸福

を得ることができます。そしてこの世の生

涯を閉 じた後 も私たちは，現世 に似 た状態

の下に置かれるのです。ただ現世 と異 なる

点は，制限が少な く， もっ と光栄があ り，

大きな喜びがあるということです。」(Con-

ferenceReport，Apri11974)

主の再臨 まで，時 も残 り少な くなってき

ました。 きょう私 はすべての人に，何 より

もまず， 自分が何者で あるかを心 に留 める

ように して下さいと，特に強 く申し上 げた

いと思います。私之ちに命 と愛， そしてこ

の教会の会員 としての特権・家族，友人・

隣人 を与 えて下さった神に感謝 しようでは

ありませんか。

親切 で思いや りのある人間 にな り，自分

の最善を尽 くし，愛 と哀れみを示す ように
なら

しましょう。キ リス トの生 き方 と奉仕 に倣

った生活 をして模範を示すなら，すべての

人がその実 と行ないとを見 て，私 たちが神

の息子，・娘であ り，主の教会の会員である

ことを知 るようになるでしょう。

ホームティーチ ャーへ の提案

強調点：ホームティーチングの時，以下の

点を強調す るとよい。

1.私 たちは自分が何者であるか を思い起

こし， それにふさわ しい生 き方をしな

ければならない。私たちは一人一人そ

れぞれ に責任 を負 っている。

2.福 音 の回復， また現代の予言者に与え

られた数々の啓示 を通 して，私たちは

知識 を授けられ， 自分 と家族 を救いに

導 き，神のみもとへ帰 るための力 とな

る神権 にあずかる恵みを得ている。

3. 一 人一人がキ リス トに従 った生活 をす

る ことにより模範 を示 し， また実際 に

福音の原則を宣べ，教 えることによっ

て，絶 えず伝道の業に励む必要がある。

4.マ ッケイ大管長はこう語 った。「神 のみ

こころを隣人 に伝 え，人々に幸せをも

たらし， 自分 もその中に生 きるひ とり

として世の中を良 くしていかなければ

な りません。」

話 し合 いのた めの提案

1. 、自分が何者であるかを心 に留め，それ

にふ さわしい生活 をす るという点につ

いて， 自分の経験 や感 じていることを

話す。

2。

3.

このメ ッセージの中に，家族で読んだ

り話 し合 っな りするのによい聖句や言

葉 はないだ ろうか。

話 し合いをより充実 した もの とす るた

めに，訪問する前 に家長 と話 し合 って

お くとよい。定員会指導者や監督か ら

家長 にあてられた メッセージはないだ

ろうか。
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・完 全 な
・指 導 者

スペンサー・W・キンボール大管長

主
イエス ・キリス トの並はずれた指導

力は， とてもわずかな紙面の中で語

り尽 くせ るものではあ りませんが，主が完

全な形で示 して下 さった，指導者 としての

資質や方法論 に焦点 を当てて考えてみたい

と思います。 それらは， もし私 たちが指導

者 として何 らかの有意義な成果 を得るため

には，非常に重要な ものです。

不変の原則

イエスは自分が何者でありうなぜこの地

上に来たのかを理解していました。ですか

ら，その道 は疑 いや弱 さではな く，力へ通

じる道だったのです。

イエスは確固 とした原則 と真理に基づい

て行動 し， その場 しのぎに規則 を考 えてい

くような ことは しませんでした。つまり，

その指導法は理にかなっていただけでな く，

一貫性 を持 った ものだったのです
。現代の

この世の指導者の多 くはカメレオンの よう

です。彼 らは周囲の状況に応 じて自分の色

を変 え，言葉 を変 えます。それは， どの道

を進んで よいのか迷 っている仲間や付 き従

って来 る人 々を混乱 させ るだけです。原則
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イエス：完全な指導者

を無視 して も権力 に執着するようになると，

最後は自分の権力 を守 るためには何で もす

るという結果 になる場合がよ くあ ります。

イエスは幾度か，「私について きなさい」

と言いました。イエスが私たちに 「私が言

うことをしなさい」ではな く，「私がするこ

とをしなさい」 と教 えたのです。イエスは

自分が仕 えるべき人々と共 に歩 き，行動 し

ました。イエスは雲の上の指導者ではあ り

ません。親 し く交わることを恐れ ませんで

した。付 き従 う人々がそれによって失望す 『

るのではないか というような心配はしてい

なかったのです。優れた指導力 を持 ってい

て も，自分が指導すべ き人 と親 し く接 し，

彼 らに仕えるのでなければ，指導者 として

人 を向上させることはできません。

イエスは高徳な生活を し，それによって

自分自身の内に力を保ってい ました。ある

人が群衆の中にいたイエスの衣に触れた時，

イエスの内か ら力が出ていったと書かれで

います。(マ ル コ5：24-34参 照)

他 の人を理解 する

イエスは人 の声によく耳を傾ける指導者

でした。 イエスは他の人 に対 して完全な愛

を持ち，人の話を聞 く時 に恩着せが ましく

もったいぶった態度 をとるような ことはし

ませんでした。偉大な指導者 は人の声だ け

でな く， 自分の良心 と神のささやきに も耳

を傾 けるものです。

イエスは忍耐強 く人々 に訴 え続 けた，・愛

の深い指導者で した。ペテロが剣 を抜いて

大祭司の僕に切 りかか り，その右の耳 を切

り落 とした時，イエスは 「剣 をさやに納め

なさい」(ヨ ハネ18：11)と 言 いました。そ
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して怒 ることもな く，静かにその僕の耳 を
ひや

癒 したのです。(ル カ22：51参 照)ペ テロヘ

の叱責 は穏やがなが らも断固 とした もので

した。

イエスは弟子たちを愛 していたので，彼

らに対 して率直 な態度で接す ることがで き

ました。何度かペテロを叱責 したの も，彼

を愛 していたからです。そしてペテロもま

た偉木な人物で，その叱責の言葉 を肥料 と

して成長 する力を持 っていました。箴言の

中 に，私たちが心に留めてお くべ き，次の よ

うな素晴 らしい聖句があ ります。「ためにな

る戒 めを聞 く耳 をもつ者 は，知恵ある者 の

中に とどまる。

教訓を捨てる者はおのれの命 を軽 んじ，

戒 めを重 ん じる者 は悟 りを得 る。」(箴 言

15：31-32)

指 導 する立場にあれ，指導を受ける立場

にあれ，「ためになる戒め」に耳 を貸す こと

ので きる人は賢い人です。ペ テロにそれが

できたのは， イエスが自分を愛 しているこ

とを知 っていたか らです。そしてイエス も

また，王国の中の極めて大切 な責任 にペ テ

ロを備 えさせ ることがで きたのです。

イエスは確かに罪 を悪 と見ていましたが，

同時に，罪はそれを犯 した人の心の奥深 く

にある，満たされない欲求か ら生ず るもの

だと考 える度量 も備 えていました。ですか

ら罪を責めても，罪人 を非難するこ.とはあ

りませんでした。

た とえある人 の間違い を正すように求め

られた場合で も，愛を示すこともで きます。

私たちは人の生活の奥深 くにあるものを見

極める力を備 え，その過 ちや欠点の根本 的

な原因が理解できるようにな らなければな



り ませ ん 。

私心 のな い指導

救い主の指導 にはまった く私心がありま

せんで した。 自分 と自分の必要 とは二の次

にし，責任 として求 められ る以上のことを

し，精力的 に， また愛 と力 をもって人々に

奉仕 したのです。非常に多 くの人が自分の

望みをかなえるために，自らの人生に対し

て も他の人々に対 しても過大な要求 をして

いますが，現代の世の中の問題 は，ほ とん

どそういった利 己心 と自己本位 なものの考

え方に根差 しています。

イエスは人々を指導するに当たって，人

を自分の意のままに操作するのではな く，

相手の立場になって理解することの大切 さ

を特に強調 しました。人 を巧妙に扱お うと

する，小手先だけの指導が持つ問題のひと

つは，それが人を愛する気持 ちではな く，

人手が必要だか らとい う発想 に基づいてい

る点 にあ ります。 この ような指導者は他の

人の必要ではな く， 自分自身の都合だけを

考えているのです。

イエスは様々な問題 や人間を大局的な観

点からとらえてい ました。そして， 自分が

語 った言葉が，その場で直接聞いていた人

人だけでな く，2000年 後 に本で読 む人々に

対 してもどのような効果や影響 を及 ぼすか

を，客観的に細かい点 まで計算 していたの

です。 この世の指導者の多 くは，当面の苦

労 を回避 しようとして，問題の解決を急ぎ

ますが，後 になってそれが さらに大 きな問

題や苦労 となってきます。
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責 任

イエスは どの ようにして弟子たちを成長

させてい った らよいかをよく理解 し，彼 ら

の進歩のために，大切 で有意義な責任 を与

えました。イエスはまた弟子たちを信頼 し，

彼 らが成長できるように，自分に託され て

いた責任 を委任 しました。 これ こそイエス

の指導が私たちに与 えて くれる最高の教訓

のひとつです。人間の ことは深 く考えず，

とにか く仕事 だけを早 く確実 に仕上げよう

という考 えなら，確かに仕事 その ものはう

まくい くか も知れ ません。 しが し，自分に

付 いて来 る人々の進歩や成長 はあ りません。

それこそ最 も重要な点なのです。 イエスは，

この世の生涯 には目的があり，人が この地

上 に置かれているのは与 えられた責任 を果

た し，成長するためだ とい うことを知 って

い ます。だから進歩成長が人生の大 きな目

標 のひ とつ とな り，財産 となるのです。私

たちは人の過ちを見て も，優 し く有益な方

法で，それ を正すためのフィー ドバ ックを

することがで きるのです。

イエスは，自分が導 く人々にチ ャレンジ

す ることを恐れませんで した。イエスはペ

テロた ちに網を捨てて付 いて来 るように求

める勇気を持 っていました。，それ も，漁の

季節が終わった後で とか， もう1度 網 を打

ってか らというのではありません。きょう，

今，付 いて来なさいというのです。イエス

は人々 に， 自分が彼 らと彼 らが持つ可能性

を信頼 していることを知 らせ ました。だか

らこそ，新たな分野で成功を収めようと努

力す る彼 らに，惜 しみな く援助を与えたの

です。 イエスは弟子たちを信 じていました。

弟子たちの今 ある姿だけでな く，彼 らの将
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イエス 完全な指導者

来への可能性 をも信 じていたのです。私た

ちは理 にかなった実際的なチャレンジをす

ることによって，人の成長 を助 け，愛 を示

すことができます。

イエスは人々の受 け入れ る能力に応 じて，

真理を教え，責任 を与 えました。力以上の

ものを与えて途方 に暮れさせるようなこと

をせず，彼 らの人格 を成長 させるに十分な

チャレンジを与 えたのです。イエスは人間

の本質 と，一表面的な変化ではな く永続的な

変化 をもた らす根本的 な原則に心 を寄せて

いました。

責任 を持つ

イエスは私たちに，人はその行 ないだ け

でな く，心の中の思いにも責任を持たなけ

ればな らないと教 えました。 もちろん，確

固とした原則がなければ，責任を執 るとい

うこともあり得 ません。優 れた指導者 なら，

自分は管理下 にある人々 に対 してだ けでな

く，神 に対 して も責任があることを心に留

めるはずです。指導者 として自分自身に責

任ある態度 を執 るならば，他の人 に対 して

も，・さらに強 くそれぞれの行動，働 きに責

任を持つよう訴 えることができます。

賢明な 時間管理

イエスはまた，賢明 に時間を用いること

がいかに大切かを私たちに教 えました。 こ

れは一刻 も休 まず始終働 いていなけれ ばな

らない という意味ではあ りませ ん。人間に

は深 く物事 を考 えた り，気持ちを一新 させ

るための時間 も必要です。時間を無駄 に過

ごしてはな らないということです。私たち

が時間を用いて対処 しなければならない事
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柄 は実 に多 くあ ります。 しか し，我 を忘れ

るほどに動 き回った り，騒いだ りしな くて

も，上手 な時問管理 はできるはずです。

世 間一般 の指導者

私なちが，優れた指導者 として心か らの

愛 と賛辞 と敬意の念 を捧 げる人々は，多 く

の点で，イエスが この地上での生活 と指導

の中で示した資質 を備 えてい ます。私たち

が彼 らを尊敬する理由はそこにあります。

逆 に言 うと，歴史上の人物で民 を悲惨な

状況に追いやった指導者たちは， このガ リ

ラヤ人が示 した資質をほとんど持 っていな

か った という点に，その悲劇性があるので

す。私たちが皆完全な指導者になるとい う

ことはないでしょう。 しかし，偉大な理想

像 を目指 して一生懸命努力す ることは，だ

れにもで きるはずです。

可能性

ガリラヤ人，主 イエス ・キリス トの教 え

の中で最 も大切なのは，私たちには素晴 ら

しい可能性がある とい う教 えです。イエス

は私たちに，天の御父が完全な ように完全

な者 にな りなさい と言いましたが， これは
あざけ

私 たちを嘲 っているのでも，か らかってい

るので もありません。イエスは私たちの可

能性，潜在的な能力 について力強い真理 を

語ったのです。 それは心の中に深 く思いは

かる価値 を持つ非常 に素晴 らしい真理です。

イエスが私たちを欺 くはずがあ りません。

イエスは私たちが完成への道をさらに前進

するよう，招 き寄せようとしているのです。

私たちはまだイエスの ようには完全で はあ

りません。 しかし，私たちが自分たちの周



囲の人々 に努力 し成長 している姿を示さな

ければ，彼 らは私たちを手本 とする ことが

で きず，逆 に私たちを教 えに対 してあまり

真剣でない者 として見 るようになるで しょ

う。

善 をなし，善 なる者 となるための機会は，

今私たちが気が付いている以上 に数多 くあ

ります。その機会は私たちの周囲の至 る所

にあ ります。今の時点で どの範囲 まで実質

的な影響力 を及 ぼせるかは ともか く，た と

えわずかでも歩みを進 めてい くならば，そ

の範囲 をさらに広げることができるでしょ

う。私たちがさ らに多 くの善を行なおうと

望むなら，良い影響力 を受 け，愛 されたい

と願 っている人がた くさんいる ことに気が

付 くはずです。

私たちは駐車場，オフィス・ エレベータ

ーな ど様々な所で人に会いますが
，その人

たちは皆，神が私たちに愛 し，仕 えるよう

にと望 んでいる人々なのです。 もし私たち

の周囲にいる人 を兄弟姉妹 としてみること

がで きない としたら，人類 は皆兄弟である

などと言 っても，何の益に もな りませ ん。

もし私 たちが示 している人間愛 の模範が貧

弱な ものであるなら， イエスが話 して くれ

たひ とつのたとえ話を思い起 こす必要があ

ります。その中でイエスは，偉大 さとは物
はかり

差 しや秤で測れるものではな く， それぞれ

の人生 の質の問題であることを気付かせて

くれ ました。 もし自分の才能や身の周 りに

ある数々の機会をよ く生かすな ら，それは

必ず神 の目に留 まるはずです。そして，そ

のような人々にはさらに多 くの ものが与 え

られ ることでしょう。

聖典 には， イエスほどではない まで も非
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常 に大 きな感化力を持 った指導者たちの素

晴 らしい事例がた くさん載 っています。何

度 も繰 り返 して読むな ら，非常 に有益 なも

のを学ぶことがで きるでしょう。私たちは，

人 を指導す るとい う点について何千年にも

わたって積み重ね られてきた知恵 と，それ

よりもさらに重要な，正 しい指導をするた

めの基 となる確かな原則 を聖典が提供 して

くれていることを忘れてはいないでしょう

か。聖典 は向上心を持 った指導者のための

教えを載せた参考書です。

完全 な指導 者

大きな成功を得た いと思 うなら，イエス

を手本 とすべ きです。内的な成熟，意志力，

勇気 など，人を高める完全で素晴 らしい資

質をすべてこのひとりの人物の中に見るこ

とがで きます。

これ まで様々なことを話 してきましたが，

私がイエス ・キ リス トについて語る ことの

で きる最 も重要なことは，イエス ・キリス

トはその教 えを身をもって示 したという点

です。聖典 の中で求められているすべての

徳や特質 を，実際の行 ないで見せて くれた

のです。そのことが理解で きるようになる

なら，私たちは人間 とこの世界の本質 も理

解で きるのです。。もしその真理 と事実 を受

け入れないなら，幸せに満ちた奉仕の生活

を送 るためのよ り所 となる，確かな原則や

素晴 らしい真理 を得 ることはで きません。

別 な言い方 をする と，完全 な指導者 イエ

ス ・キリス トの実在 を認 め，キリス トを光

として進むべき道を照 らすのでなければ，

優れた指導者 となるのは極めて困難な こと

なのです。
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より良い父親と

なるために
教会社会福祉部編

父親の影響力の必要性

一っ の世 で最 も必要 なものを挙 げなさい

4』ゆ と聞かれたら，私は何のためらい も

なく，賢い母親 と……模範的な父親 と答え

るでしょう。」(デ ビッド・0・ マッケイ大

管長)

親 としての務めは，私たちに与 えられる

責任の中で，最 も大 きな影響力 を持つ もの

です。母 親 の役割 にっいて強調 されるこ

とがよ くあ ります。確かに母親は家庭 の幸

福 に大切な存在です。 しか し正 しい父親が

与 える感化力 も同様 に重要 なものです。専

門家の研究 によると，父親対子供，父親対

母親 の個人的な関係は，子供の知力，情緒，

社会性の成長， また男 らしさ，女 らしさ，

さらには将来それぞれが結婚生活 を営んで

い く能力に まで影響を及ぼすということで

す。スペ ンサー ・W・ キンボール大管長 は

こう言っています。「今 の世 にあっても永遠

にわたって も，最 も大切な地位は父親 とし

ての地位である。」(メ ルケゼデク神権定員

会用個人学習ガイ ド1980-81「 わ が僕 らを

受 けい るる者 はわ れ を受 くれ ばな り」p.

232)

子供のことを優先させる
しぎよう

「見 よ
，子供たちは神 から賜わ った嗣 業

であ り，胎の実は報いの

賜物である。壮年の時の

子供 は勇士の手 にある矢

の ようだ。矢の満ちた矢

筒を持つ人 はさいわいで

あ る。」(詩 篇127：3-

5)・

お気 に入 りのネクタイ

を犬にか ませて しまう小

さな子供や，真夜中の2

時 頃帰 って来て，「時間た

つのを忘れてた」 としか
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言わないハイティー ンの息子 を持つ親 にす

れ ば，祝福 とばか りは言いきれないと感 じ

る日寺もあるで しょう。

子供たちは大 きな祝福であると同時 に，

大変なチ ャレンジで もあります。父親 とし

ての私たちの責任 は非常に大 きなものです。

(マ タ イ18：10;マ ル コ9：371エ ペ ソ

6：4;教 義 と聖約68：25-28;モ ーサヤ

4：14参 照)他 のすべての重要な責任 につ

いても言えるように，子供 との関係 におい

て も成功 を収 めるためには，子供のことを

優先 させなければな りません。

リチ ャー ド・L・ エバンズ長老が次のよ

うに言ってい ます。「すべての ことには，優

先順位 というものがあ ります。子供が真剣

に何かを聞いてきた時， それに答 えてあげ

る とい うのは，私 たちに最 も強 く求め られ

ている事柄のひとつです。子供はいつ も親

に質問 し，親の言 うことを聞 き，親の話 に

耳 を傾 けて くるとは限 らない ということを

忘れないようにしましょう。 しかし，心か

ら関心 をもって子供の話 に耳 を傾 けるなら

ば，おそらくその後 も続 けて，親の所へ来

て，尋ね るようになるで しょう。 もし小 さ

なことに関して親は信頼 できると思 うよう

になれば， もっ と重要な ことについても，

親 を信 じ頼 って くるようになるで しょう。」

(Th65♪oh6箆 倣)年4KSLBroadcast，31

Jan。1970)

時 間

「父親の皆 さん
，子供たちのそばにいて・

下さい。…… これは，父親の最 も大切な財

産 である時間を与 える とい うことです。」

(A・ セ オ ドア ・タ トル，Conference

Report，October1973)生 活 背景，年齢が

様々に異 なる2，000人 以 上 の子供 を対象 に

したある調査で，次のような質問がなされ

ました。「あなたに とって，素晴 らしいお父

さん とは， どんなお父さんですか。」これに

対する子供 たちの声を要約す るとこうな り

ます。「ぽ くのために時間 をとって くれるお

父 さん。」実際皆さんが子供たち と過 ごして

い る時間 を合計 してみて下 さい。 自分で考

えていた より少なかったのではないでしょ

うか。生後3カ 月の乳児を持つ父親 を対象

にしたある調査 によると，父親たちが乳児

たちに接 する時間は，1日 わずか38秒 とい

う数字が出ています。子供 と過 ごす時間を

十分 に取 らないと，父親 として及ぼすこと

ので きる大切 な良い影響力を与えないこと

になるばか りか，場合によっては子供の心

に傷 を残す ことに もな ります。親にかまっ

てもらえず，無視 され続けた子供が，自分

聖徒 の道/1983年8月 号 17
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を価値のなヤ}人間葺 と考 えるようになるの

は実証済みの事実 です。子供たち と過 ごす

時間を取って下 さい。・子供たちがその時間

を通 して， 自分 自身， また人生，他の人々

(父親 を含めた〉に対 して肯定的な気持 ち

が持てるように助 けることこそ， より良い

父親 となるための犬切 な第一歩なのです。

一緒にいないの と同 じです。寝る前に本 を

読 んでや りなが ら，テレビの野球 中継 に気

を取 られているような ことはないで しょう

か。宿題 を手伝いなが ら， 自動車 の修理の

ことを頭 にちらつかせた りはしていないで

しょうか。それでは，体はそこにあっても，

心は別の所へ飛んでいることにな ります。

き

臨

ド

ド

1

時問 に関する様 々な問題

「体の大 きさはどうであれ
，あなたが子

供たちを腕に抱いて，その子 を愛 してお り，

永遠に一緒 にいられるのが うれしい と話 し

かけたのは，最近ではいつの ことだっ・たろ

うか。」(ス ペ ンサー ・W・ キンボール 『家

族に流れ る海流』「聖徒の道」1975年7月

号，p.292)

時 間 はとて も大切 なものであ り，また多

くの問題の原因が父親 と子供の関係にあり

ます。皆さんが今父親 として抱えている問

題で，次に挙げる事柄の中に含 まれる もの

はないでしょうか。

時問が足 リない

自分にはあまり時間がないと考 えている

人 もいるようです。いつ も教会の責任や社

会的な責任 で忙 しく，家庭 はその問にある

ただの停車駅 というような ことはないでし

ょうか。子供 とのわずかな会話を，「忙 しい

んだか ら，邪魔 しないで くれ」 という言葉

でいつも終わらせてはいないで しょうか。

他の事柄 に気 を取られる

子供 と一緒の時間を取 ってい るといって

も，他の ことを考えた り， しているのでは

フラス トレーション

子供 と一緒 に過 ごしなが ら，それ を重荷

に感 じたことはないで しょうか。また，子

供 を連れて動物園へ行った時に，来なけれ

ば よかったなどと感 じたことはないで しょ

うか。子供 と一緒にいなが ら， ほかにもっ

とや りたい ことがあるのに，時間が もった

いないなどと考 えたことはないで しょうか。

父親 としての義務 にフラス トレーシ ョンを

感 じ， 自分が父親であることさえもうらめ

しく思っている人がい ます。

子供の相手をす る余裕がないほど忙 しく

な った り， よその ことに気 を取 られ，い ら

いらした りすることが時々 あります。 それ

は多 くの父親が経験す ることです。危険な

の は， こういった問題が頻繁に， また子供

の心を傷 つけるような形 となって表われる

ことです。

子供 と一緒 に過 ごす時間を取る

「子供は私たちの最 も大切な財産です。

そして子供 たちは私たちの時間を必要 とし

てい ます。」(N・ エル ドン ・タナー)

皆 さんは こういった時間的な問題を防 ぐ

ために どのようにしているで しょうか。子

供 に及 ぽす父親の影響 の重大 さに気付 き，

18
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親子が一緒に活動するのは，子供たちにとって非

常に有意義なことです。それが子供たちの望みの 『

活動である場合はなおさらです◎……大切なのは，
……(父 親が)そ の場にいるということです。

優先順位を子供に置 くと決心した人に，以

下の3つ の段階を行なうよう提案します。

関心を払 う

話 をする時は目と目を合わせて，子供 に

対す る関心を示 して下 さい。関心を示す と

は，新聞やテレビにではな く，子供 に目を

向けることであり，耳に入る言葉を聞 くだ

けでな く，相手の心 を理解 しようと努力す

ることです。 それはまた，話 し合っている

ことについて相手の考えを聞 くことであ り，

うるさが らずに心か らの興味を示す ことで

もあ ります。話す言葉その もの も大切です

が，その時の顔の表情，声の調子 なども劣

らず大切です。関心 を向けてい ることを体

で表現 して下 さい。

体験 を話す

子供 と，お互いの考え，知 ってい ること，

関心や興味，希望，好 きなこと，嫌いな こと

などについて話 し合 う時，あなたの実際の

経験 を話 してあげて下 さい。小 さな子供た

ちに，初めて飛行機に乗 った時のことを話

してみてはどうでしょうか。年上の子供 に，

最近読んだ良い本 について話す こともで き

るで しょう。人生の中で経験 してきた様々

な出来事を話 してあげて下 さい。確かに自

分の内にとどめてお くべ き個人 的な事柄 も

あ りますが，多 くの人が もっと子供 と打ち

解けることができるようになるはずです。

子供 と一緒に何かをする

子供には・家族で何かの活動や，その家

の習慣になっていることをする¢)も必要で

す。何か特に計画 した活動(キ ャンプ，美

術館や図書館 に行 くことなど)や ， 日常的

な こと(散 歩，畑仕事，買物)を 一緒 にす

るの も，子供 との触れ合いを持つ大切な方

法です。

親子が一緒 に活動するのは，子供たちに

とって非常に有意義な ことです。それが子

供たちの望みの活動である場合はなおさら

です。 しかし，何 をするかは二次的な問題

です。大切 なのは，父親が子供に心を向け

てお り， しかもその場 にいる ということで

す。そして もうひ とつ忘れてはならない こ

とがあ ります。父親がそばにい るのは，男

の子だけでな く，女の子 にとっても大切な

ことなのです。

「後で」と言わずに，今

「今す ぐそれを決意しなければな らない

のには理由がある。時がたち， 日が過ぎ，

月がめ ぐるうちに，決意はだんだん鈍るか

らである。」(二 一ル ・A。 マックスウェル

『なぜ引 き延ばすのか』「聖徒の道」1975年

4月 号，p.184)

父親 が子供に対 して，「後 で」と言 う場合

聖徒 の道/1983年8月 号 19
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がよくあ ります。「後で手 伝ってあげる。今

は忙 しいか ら。」「今は邪魔 しないで，後で

ね」などという言葉 をよ く聞きます。父親

に求められているのは，「後で」を今 に変え

ることです。今す ぐ， この貴重な時間 を用

いて，子供たちが必要 としている事柄に前

向きに応えてい くようにしましょう。子供

はどんどん大 きくなっていきますが，幾 ら

年をとっても，父親 と過 ごす時間が必要で

な くなることはありません。

次の週のスケジュールを確認 し，子供た

ち一人一人 と過 ごす時間を とるようにして

下さい。1週 間に1度 ，お休みを言 う前の

15分 だけで もよいで しょう。最後 に載せた

時問表を用いて もか まい ません。すでに約

束が してあって，絶対 に変更で きない時間

帯を線で区切 ります。子供 にも各 自の予定

を聞いて，同じようにします。それか ら，

双方が都合のつ く時間内で， スケジュール

を組 みます。子供が本 当に必要 としている

のはあなたであることを忘れないで下さい。

「主イエス ・キ リス トが御 自身の教会を

見捨てた というような記録が聖典の どこに

あるで しょうか。主が御 自身の民，隣人，

友，同 じ業 に働 く人々に不実であったとい

うような記録 を聖典の中に見つける ことが

で きるでしょうか。主は信義を守 る御方で

はなかったで しょうか。誠実な御方ではな

かったで しょうか。善 きもの，価値 あるも

ので，主が私たちに与 えて下 さらなかった

ものが何かあるで しょうか。……

夫がそのようにして，喜 んで家族 に接す

るな ら，妻子 もそれ と同 じように，その愛

と模範の精神に満ちた指導に応 えるように

なるでしょう。妻だけではあ りません，子

供たちも皆 そうなるのです。 自然 にそうな

ります。あなたからそれを求める必要はな

いで しょう。……」(ス ペ ンサー ・W・ キン

ボール，"MenofExample，"unpublished

addresstoreligiousedu¢ators，Church

EducationalSystem，12Sept，1978，pp.

4-5)

」1』噸

日 月 火 水 木 金 土

6 00

7 00

8 00

9 OO

Io 00

lI OO

12 OO

13 00

14 00

15 OO

16 00

17 OO

18 00

19 OO

20 OO

21 00

時間表
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ジム ・ア カーマ ン

ピ
ーター ソン兄弟 は多 くの人の 目か ら

見れば，成功 した部類に入 る人で し

た。 しか し貧 しかったその幼年時代，8人

兄弟 と病弱の父親の こと，また父親の闘病

時代にほかの子供が持 ってい る物 を， うら

めし気 に見 るしかなかった時の惨めな気持

ち，劣等感が原因で福音の幾つかの原則 に

不従順 になった時の思い出な どを語 ると，

定員会の会員は皆，心 を奪われたように聞

き入 りました。彼 には結婚 を考 えていた女

性がいて，彼女から悪い行ないをやめて伝

道 に出るように言われた とい うことでした。

それから，伝道 に出て行 く時の歓送会 に話

が及んで，彼は こう話 しました。

「私 は何 を話 していいのか分か らず
，丸

1週 間思い悩みました。それで最後 にブル

ームフィール ド兄弟を尋ねました。『ブルー

ムフィール ド兄弟，あと2時 間もしない内[

に皆の前で話 をしな くちゃな らないんだ け

ど，何て言ったらいいのか， さっぱ り分 ら

ないんだ』 と言うと，彼は何 を話 したらよ

いかを教えて くれ ました。 それを書 き留め

た後 で，私 はこう言われ ました。『そ して最

後 に，私はペテロ，ヤコブ， ヨハネがジョ

セフ ・ス ミスにメルケゼデク神権 を回復 し

たことを知 っています と言えばし、いんだ。』

ところが私 はそれまで，ペ テロ，ヤコブ，

ヨハネな る人々が どんな人だ ったのか全然

知 らなか ったので，『それ， どんな人たち』

と聞かざるを得 ませんで した。 それか ら1

週 間以内に伝道 に出 ようとい う時にです。」

神権会 の時，各会員 にそれぞれの生い立

ちを話 してもらう時間を設 けてはどうかと

いう提案は監督 から与 えられたもので した。

監督 はワー ド部の各メルケゼデク神権グル

ープの指導者 に
，定員会会員同士のつなが

りが強 まるだけでなく，ワー ド部の会員たち

に個人の歴史 を書 くように勧める上で も効

果的だと提案 したのです。

七十人会長カウア ト兄弟 は監督の提案 に

従 って，月に1度 の特別集会でそれを実行

す ることに決め ました。カウア ト兄弟がそ

う決めたのは，常任 の教師にレッスン準備

の緊張か ら解 きほ ぐされた時間を与 えるの

と，定員会の ビジネスに関す る事柄 を細か

い点 まで話 し合 う時間をとるためで した。

もちろん神権会の霊性 を失わないようにす

ることも忘れてはい ませんで した。

これによって神権会の時間がふたつに分

けられました。前の方の時間では，ホーム
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ティーチ ング，系図，家族の備 えの6分 野

に関する勧告， そして七十入 のクラスでは

言うまで もな く伝道活動 という大切 な責任

など，定具会のビジネスに当てられ ました。

そして，その後の残 りの約20分 くらいの時

間を皆が楽 しみに して待つようになったの

です。その時間は全部， それぞれの生い立

ちや証 を話す時問 として，毎回ひ とりの会

員 に与えることになっています。

カウア ト会長は， この進 め方が成功す る

か どうかは，定員会の各会員がその生い立

ちを語る時問 にかかっていると強 く確信 し，

こう言っています。「今の ところはうまくい

ってい ます。すっぽかした りする人 はい ま

せんし，出身地や家族構成なんか を結構話

していますよ。時問が20分 あ りますから，

有意義な体験談 もおのず と出てきます。」

これまで自分の生 い立 ちを話 してきた会

員はほ とんど，初めの内は少 しぎこちなさ

を感 じていました。考えてみれ ば，他の兄

弟たちに有意義で役 に立つ ことを話 したい

とい う気持ち と，自慢話 になってはいけな

いという気持ちがぶつかって葛藤が起 きる

のは当た り前の ことなのです。 しか しこの

心の葛藤が解決 され ると非常 に謙遜な話が

必ず出て来るのです。屈託 のない体験談，

証 を築いた経験，長年 にわたって学んで き

た教 えに対する考 えなどが混然 と溶け合 っ

て，ひ とつの素晴 らしい話 となるのです。

深刻な経済的問題 から立 ち直 ったばか り

のある兄弟 は，什分の一の戒めへの従順を

通 して経験 した数々の奇跡 を話 して，与え

られた時間のほ とん どを使い ました。

素晴らしい改宗談 をして くれた兄弟 もい

ます。彼は改宗 した後，福音 の中で成長す

るにつれ，多 くの霊的な経験 をしました。

そ してその話 の舞台 は ドイツからユタまで

及ぶ もので した。

幼い時 に父親 を亡 くし，苦労 して育 った

人の体験談 もありました。その人 は困難な

環境の中で年上の兄弟たちが示 して くれた

素晴 らしい模範について霊感 あふれ る話 を

して くれ ました。

どの人の話の時も，出席者たちはその場

にみたまの存在 を強 く感 じています。毎月，

違 った兄弟たちが前に出て， 自分 自身を今

日ある姿に築 き上げてきた様々な体験や生

活背景 を話 していますが，会員 たちはその

度に，愛 と理解 の精神の中でさらに親 しさ

を増 し加 えています。

ピーターソン兄弟 は素晴 らしい伝道中の

体験 を話 しましたが，話 の最後のあた りで，

同僚 とふた りでひと月に10人 の人にバプテ

スマを施 した時の ことを語 りました。「その

ことで伝道部のほかの宣教師たちが私を見

る目が変わった ようで した。私 も自分自身

を見 る目が変わ りました。あの時新たに得

た自信 は残 りの伝道期間 と，帰還 してか ら

の20年 の歳 月の中で様々な困難を切 り抜 け

させて くれました。」

そ して ピーターソン兄弟 は，今与えられ

ているチ ャレンジの幾つかについて話 し，

証 をもって話 を終 えました。集会の後で，

ピーター ソン兄弟や出席者の間には，心の

通った握手 と温かい言葉が交わされました。

あなたの定員会で も， このような素晴 ら

しい雰囲気 を分かち合 うことがで きます。

一人一人が互いに愛 し合い
，敬度 と理解，

そして変わ らぬ兄弟愛を築いてい くのです。
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籔
そ
う前の話ではありませんが， ある時，

ユタ州プロボにある宣教師訓練セン

ターの私の妻のオフィスに，ひとりの若 い

宣教師が来て，頼み ごとをしてきました。

その宣教師は私たち夫婦が彼の両親 の友人

であることを知っていて，クリステ ンセ ン

姉妹 に，父親 に電話 して，母親 の手術がい

つ行なわれるか聞いて もらえないだ ろうか

と言 ってきました。彼はこう言いました。

「一番下の妹のお産の時
，母 は死 にかける

ほど容態が悪 くな りました。 それで私たち

は5歳 の妹 も含め家族全員で母のために断

食 しました。母 は良 くなったのですが，以

来私は手術 ということを考 えると，不安 に

なってきて気持 ちが落ち着かな くなって し

まうのです。今度の手術の時間が分かれば，

それ に合わせて断食 したい と思 ってるんで

す。」

ク リステンセン姉妹が彼の父親に電話を

かけ ました。そして，彼 に直接話したいか

どうかを尋ねる と，彼はそれをするのは宣

教師の規則 に反するし，ホームシックにな

って しまうか も知れないからと言って断わ

りました。電話口に出た彼の父親は，それ

が宣教師訓練セ ンターか らの電話だ と知 ら

され，開ロー番，「何か息子に間違いで もあ

りましたか」 と言いました。

「いいえ
， そんなことではあ りません。

息子 さんがお母 さんのために手術の前に断

食をしたいので，是非手術の日取 りを聞い

聖徒 の道/1983年8月 号 23



霊的向上のための10の提案 〔〕角〕〔〕㌔ 角∪　 　 　 〔∪　

個人に与えられた啓示で，特に注目すべき

ものの中には，個人的な聖典の学習に直接

関連して与えられたものが幾つかあります。

て欲 しい とおっしゃるものですから。」

「ああ
，そうですか。それは悪 いことを

しました。実は手術はきのうだ ったのです。

5時 間ほどの手術で したが，術後の経過 は

すこぶる良 くて，私たちもとて も喜んでい

ます。」

その宣教師は電話で何が話 されているか

を理解すると，顔 に喜びの表情 を浮かべ ま

した。

「父に，愛 してるって伝 えて下 さい。 そ

れと，ぼ くのキスを電話で送 りだい と言 っ

て下 さい。母や家族みんなにも。」

妻 は受話器 を置いてか ら，手術の ことを

詳 しく教 えました。するとこの若い長老は，

「何て感謝 していいのか分か りません
。い

ずれにして も，感謝の断食 をします」 と言

ったのです。

妻のバーバ ラは日記 にこう書 きました。

「握手を交わして
，彼がオフィスを出て行

ってか ら，私 は椅子に座って，すす り泣い

た。」

数々の教 え，経験，環境 などが，過去19

年 の間にひ とつに溶け合って， この ような

優 しく，献 身的で，かつ謙遜な，感謝す る

ことを忘れない子供 を作 り上げたのです。

これは私たちに とって非常 に参考になるこ

とです。

彼 はその成長過程 において，断食 とは単

に腹 をすかすだ けの ことではない と，，自分

で学んだのです。私は， こうい った霊的な

特質が， ほかの才能 と結び付いて，彼 は宣

教師 として大 さな成功を収 めるに違いない

と確信しています。彼 はすでに， 日々個人

的な霊感 を受 けることを当た り前 と考 える

ほどに霊性 を高めていたのです。

わたしたち夫婦 は今，教会の召しで，プ

ロボの宣教師訓練セ ンターで働 いています

が， これ まで世界中から来 る何千人 もの素

晴 らしい人 々に会 ってきました。宣教師た

ちが出て来た環境 は実に様々です。非常 に

困難な状況 にいた人 もいれば，霊的に恵 ま

れた状態にいた人 もいます。 しっか りとし

た背景 を持 っている人 もいます。多 くの宣

教師はすでに強い証 と高い霊性 を得てい ま

すが， これか らそうなろうと努力 してい る

宣教師 もいます。

成功するには霊性が必要です。霊性 な く

して成功はあ り得 ません。実に単純明快な

のです。霊性 とは，いついかなる時 もみた

まの導 くままに，神 のみ こころに添 った生

活 をしようとい う強い望みであ り，完全に，

また喜んでその導 きに従い，みたまのささ

や きを行動 に移 してい く力で もあるのです。

本当に霊的な状態 とは，神 と共 に歩 いてい
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毎日の生活の中で，より多くの霊感を
ふ し ど ●

得たいと望むなら，「早 く臥床 に入 り

て疲れを休め」なけれぱなりません。

る状態 を言い ます。 また， それは，いかな

る状況 にあるかを問わず，幸せで成功 に満

ちた生活を送るための鍵でもあ ります。

いつの ことでしたか，私 はある若い宣教

師に，彼 の父親がその日の朝に不慮 の事故

で死 んだ と伝える，辛い役 目を仰せつかっ

たことがあ ります。彼は大変なショックを

受け，体 を震わせて泣 きました。 しかしそ

の後 で私は，証 と高い霊性が生 み出す奇跡

を目の当た りにしたのです。r彼は静 かに顔

を上 げました。 その表情 には堅 い決意が浮

かんでい ました。彼 は母親 に電話すること

に同意 しました。 しかし，伝道 をやめたい

とい うような ことは何ひ とつほのめかしま

せんでした。それ どころか，伝道を続 ける

ことが父親 と天父の望みなのだか ら，そ う

す るつもりだ と言 ったのです。私は，彼が

示 したような，平安 と勇気 に満 ちた態度を

目に した ことはそう何度 もあ りません。彼

の ように信念 と意志が強 く， よく備 えられ

た息子な ら， どんな父親 でも誇 りに思 うこ

とでしょう。

幸 いな ことに，彼 はその人生の中で，福

音の真実性について， またイエスこそキ リ

ス トであ り，復活が真実である とい う個人

的な啓示 を受けなが ら育 って きたのです。

こういった真理がすべて， この危機 の時に

彼を強 く立たせ る力 となったのです。

霊性 と証が身について くると，人 はさら

にしっか りと自立 し， また自分 を高め， 自

信を持ち，幸福 にな り， どのような状況に

置かれ ようとも安 らかな心でいられ るよう

にな ります。

確かに，宣教師たちの豊かな霊性 と証が

なければ，教会がい くら伝道に力を注いで

も，今 日のような成功 を収めることはで き

なかったでしょう。 みた まのささや きがな

いのに，快適で安 らぎのある家庭，家族，

そしてよくある例ですが恋人 まで後 にして，

自費で何 カ月 もの伝道に出る人がいるで し

ょうか。福音の真実性に対する証 と確信 こ

そ，末 日聖徒イエス・キ リス ト教会の 「岩」

すなわち堅固な基なのです。

私 たちが皆，今 より以上 に霊的な力 と個

人的な啓示 を受 けるようになるなら，それ

は素晴 らしい祝福です。ブ リガム ・ヤング

大管長は こう言 いました。「神の民に授けら

れた数々の啓示 に従 って生活をするな ら，

主のみた まが注がれて，神のみこころを知

り，義務 を果たそ うとする時に導 きを与 え

られるに違いあ りません。ただ， この点 に

関 して，私たちは特権 として約束されてい

る数多 くの祝福 にあずかれるだけの霊的 な

生活 をしていないのではないでしょうか。」
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主は聖典の中で繰 り返 し，「汝の心を

はげまして喜べ」と言っておられます。

(跳`・ 嬬 εsげB塵h佛}加n&sel，and

arr・byJohnA.Widstoe，SaltLakeCity：

DeseretBookco.1973，p.32)

何年 も前 に私は， 自分の霊性 を高 め，聖

霊の賜 とともに与 えられる祝福 を受 けられ

るようにするには実際にどのようなことを

すればよいか，かな り真剣に考えたことが

あ ります。それで私は10の 質問事項か ら成

るチェックリス トを作 り，それを元に して，

月毎に自分の行動 を評価することにしまし

た。

もちろん， まだ進歩 しなければな らない

点は山ほどあ ります。 それで も，それを行

なう前 と比べれば，みた まの影響 をよ り豊

かに受けていると思っています。以下の項

目を自問 して，参考にしていただければ幸

いです。

1.私 は毎日聖典を読んでいるだろうか。

私たちは 「キリス トの言葉をよ く味わえ」

と言われてい ます。時々少 しか じれ ばよい

と言われているのではあ りません。(II二一

ファイ32：3)キ ン ボール大管長の言葉 を

見てみましょう。「私は神 と密接な関係 にな

くなった と感 じる時，また自分の祈 りが神

の耳に達せず，神のみ声が聞 こえないよう

に思われる時，私 は神か らはるか遠 く離れ

ていることを知 る。その ような時，一生懸

命聖典 を読む と，その距離 は縮 ま り，霊性

が回復 して くる。」("WhatIHopeYou

WillTeachMyGrandchildrenandAll

OthersoftheYouthofZion，"addressto

SeminaryandInstitutePersonnel，Brig-

hamYomgUniversity，11July1966，p.6)

個 人 に与え られた啓示で，特に注 目すべ

きものの中には，個人的な聖典の学習に直

接関連 して与 えられた ものが幾つかあ りま

す。た とえば，教義 と聖約76章 の，数々の

段階の栄光 について述べた示現は，予言者

が ヨハネによる福音書の第15章 の翻訳 に関

連 して思いをめ ぐらしていた時に，ジ ョセ

フ ・ス ミスとシドニー ・リグ ドンに与 えら

れたものです。(教 義 と聖約76： 前文，15-

24)ジ ョセフ ・ス ミスの最初 の示現 も，ヤ

コブ書1章5節 を「再三再四思いめぐらし」

た後 に与 えられた ものです。(ジ ョセフ・ス

ミス2：11-17)ま た， ジョセフ ・F・ ス

ミス大管長が死者の瞭いに関する示現を受

けたの も，ペ テロの第一の手紙の3章18節

か ら20節 ，4章6節 について深 く考 えてい

た時です。(死 者の瞭 いに関する示現1-

11)

2.私 は心から祈 っているだろうか。空

しい言葉を並べるだけの祈 りをしていない

だろうか。 時々私は， 自分がただ言葉 を出
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角〕〔∪角〕〔〕〔∪〔〕　 〔〕角∪　 角〕　 角〕角∪角〕角〕角〕角〕

怠惰と霊性がひとりの人間の中に同時に存

在することはあり得ません。今よりも頻繁

にみたまを感じたいと思うなら，「全身全

霊を挙げて鎌を入Jれ なければなりません。

しているだけで，実 は祈 っていなかった こ

とに気付 いてはっとすることがあ ります。
す

注意 していないと，何 も考えずに擦 り切れ

た言葉 を繰 り返すだ けの祈 りになって しま

います。 しか し， そのような祈 りで，自分

の心の奥底 にある思いを主に語ることはで

きないのです。心か らの祈 りにようて，私

たちはさらにみた まに近づ くことができま

す。

3.私 は意味のある断食を しているだろ

うか。食 を絶 っただけの断食 にしていない

だろうか。私 は， よく備 えをして断食 日に

臨み， 目的 を持ち，正 しい態度で断食を行

な うなら，霊的に強 められる ことを知って

います。 これは非常 に力強い原則です。

4.私 は早寝早起 きを励行 しているだろ

うか。毎 日の生活の中で，よ り多 くの霊感

を得たいと望むなら，「度 を過 ぎて眠 るを止
ふし ど

めよ。早 く臥床 に入 りて疲れ を休 めよ。朝

は早 く起 きて汝 の肉体 と精神 とを活気 づ

け」(教 義 と聖約88：124)な ければな りま

せん。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長は これ と

同 じ勧告 を，当時十二使徒定員会会員であ

ったハロル ド・B・ リー長老か ら受 けまし

た。それ はロムニー副管長が新たに十二使

徒補助 に召された時の ことです。「夜 は早 く

休 み，朝 は早 く目を覚 ますように して下 さ

い。そ うす るなら，肉体 と精神に休息を得

るでしょう。 また，朝早 い時間に，他のい

かなる時 よりも多 くの知恵 と霊感のひらめ

きを受 けるようになるでしょう。」

5.私 は心の中に確かな喜びを感じてい

るだろうか。主 は聖典の中で繰 り返 し，「し

っか りしなさい」「勇気を出 しな さい」「元

気を出しなさい」「心安かれ」 と述べ，(マ

タイ9：2;14：27;ヨ ハ ネ16：33;使 徒

23：11;III二 一 ファイ1：13;教 義 と聖約

61：36参 照)「 汝 の心をはげまして喜」べ と

も言 ってお られ ます。(教 義 と聖約25：13)

つ ま り，心に喜びを感 じていなければなら

ないということです。 もし喜 びがない とし

た ら，私たちの中に何か悪い点があるので

す。それ を突 き止め，できるだけ早 く直す

必要があ ります。それをしない内は，心の

中に喜 びがある時ほどに，みた まを近 くに

感 じることはで きません。私たちは， これ

まで受 けてきた数多 くの祝福に対する感謝

の念 を深めることによって， さらに幸福な

生活 を目指 して，大 きな一歩を踏み出す こ

とがで きるのです。

6.私 は一生懸命働いているだろうか。

怠惰 と霊性がひとりの人間の中に同時に存

在す ることはあ り得 ませ ん。今 よりも頻繁
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私たちは人を愛し，仕えることによっ

て，自分がクリスチャンであり，また，

さらに豊かにみたまを受けることがで

きることを身をもって示すのです。

にみたまを感 じたいと思 うな ら，「全身全霊

を挙げて鎌 を入」れ，(教 義 と聖約31：5)

「心 をつ くし
，勢力 をつ くし，思をつ くし，

体力をつ くして」働 くべしという勧告(教

義 と聖約4：2)に 従 わなければな りませ

ん。

みたまを豊かに注がれている人 について

考 える時，私は必ずスペンサー ・W・ キン

ボール大管長 を思い出します。働 くという

点において大管長が持 ってい る測 り知れな

い能力には，伝説的な香 りさえ漂 うほどで

す。感情は行動す る前 よりも，行動 した後

に生 まれて くるとよく言われ ますが， これ

は真実です。

7.私 はどのような責任で働くかよりも，

どのように働 くかという点を大切 に考えて

いるだろうか。注意 しない と，謙遜に働 く

ことよりも地位(教 会の内外 を問わず)な

どに気を取 られ，高慢 とい う，すべての人

に共通する罪 によって霊性を失ってしまう

こともあ ります。救い主イエス ・キリス ト

は，自ら席を立ち，使徒たちの前 にひざま

ずき，彼 らの足を洗われたあの時 に，地位

を求めずず謙遜な態度 で，喜 んで仕 えるこ

との完全な模範 を私たちに示 して下 さいま

した。

絶対に，嫉妬，地位への野心な どで，霊

性 を落 とすような ことをしてはいけません。

教会の責任 を全力 を尽 くして遂行 しようと

するな ら，た とえそれが どの ような もので

あれ，私たちは皆，今使 っている以上のタ

レントを求 められ るようになるで しょう。

よ く考 えて行なう謙遜な働 きは，キ リス ト

教的精神の特徴です。

8.私 は敵 も含めて，すべての人 を愛し

ているだろうか。 イエスは こう言われまし

た。「わたしは，新 しいい ましめをあなたが

た に与 える，互いに愛 し合 いなさい。わた

しがあなたがたを愛 した ように， あなたが

た も互いに愛 し合いなさい。

互いに愛 し合 うな らば，それによって，

あなたがたがわたしの弟子であることを，

す べての者が認 めるであ ろ う。」(ヨ ハ ネ

13：34-35)こ のふたつの節 に書かれてい

る言葉 はわずかな ものです。 そして，言 う
やす かた

に易 く，行なうに難 しとい う点では，他の

すべての聖句 と変わ りありません。

主は私たちに，好 きになれない人 も含め

て，「敵 を愛 しなさい」(マ タイ5：44)， す

べ ての人 を愛 しなさい と命 じられました。

私たちはこの戒めに従 うことによって， 自

分がク リスチャンであることを証明するだ

けでな く， より強 くみたまを感 じることが

できるようになるのです。闘争心，不和，
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〔}角〕〔〕〔〕〔∪〔〕　 　 〔〕〔∪〔〕角〕〔〕〔∪角〕〔〕〔〕〔〕

霊性を高める最も確かな方法は，特に教

会員でない人々に，証を伝えることです。

あつれき

軋礫 の中で，霊性の向上を望む ことはで き

ません。.
まいしん

9。 私 は，自分の理想に向かって遭進 し

ているだろうか。実生活がその理想以下の

ものである限 り，私たちは自らの霊性 を落

としているのです。

イエスは御父 と御 自身がひとつであるよ

うに，教会員 もひ とつ となるように何度 も

祈 られ ました。(ヨ ハネ17：11，21-22)御

父 と御子 は完全に一致 してみ業 を行なわれ

ただ けでな く，完全な人間 とはどうい う人

問かをよく御存 じでした。実際は，御 父 と

御子 こそがその完全な姿だったのです。私

たちが最終的に目指すのは，神のような者

となることです。(マタイ5：48;III二 一 フ

ァイ27：27)そ うなるためには，瞭 いを受

け入れ，悔い改めに続 くイエス ・キ リス ト

ヘの信仰 によって，自己のあるべ き姿 を目

指 して，生活を変える ようにしなけれ ばな

りません。 また，私たちはその過程 におい

て，すべての罪 を捨 て去る必要があ ります。

一致 を目指 して進 んでいるな ら
，今受け

ている数々の祝福に加 えて，平安 と， より

高い霊性 とが与 えられ るで しょう。 この よ

うにして成長 してい くことこそ，私たちが

地上 に生 まれてきた目的であり，世 の人々

に伝 えなければならないメッセー ジなので

す。

10.私 は他の人 に証を伝えているだろう

か。霊性を高める最 も確かな方法 は，特 に

教会員 でない人々に，証 を伝 えることです。

私たちが救 い主 と福音 の回復 を証するなら，

聖霊がその ことの真実性 を証明 して くれま

す。そ して，聞 く人だけでな く， その証を

する人 も共にみた まによる祝福にあずかる

のです。私 たちの証 は不動の ものではあり

ません。かな り激 しく上昇 した り，下降 し

た りするものです。 しかしそれ をほかの人

に伝 えることによって，私たちは霊的に成

長 できるのです。口を閉じて， 自分の証を

隠すことをしなければ，主 は私たちを喜ん

で下 さるのです。(教 義 と聖約60：2参 照)

この10項 目を常に自問することは，私に

とって とても有益です。 これ らの質問は私

に非常 に実際的な幾つかの段階 を思い起 こ

させて くれ ます。その段階 を踏み行な うこ

とによって，霊性 を高 め，少 しずつ，聖霊

の賜 を授かる者 としての特権にふさわ しい

生活に近づいてい くのです。皆 さんにも，

是非 これを試 し，生活 を豊かな ものとされ

るようお勧 めします。確かに聖霊は成功 と

幸せな生活への鍵なのです。
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コ リー ン ・ベアー ド

そ
の時私 は監督室の椅子 に座 り，神権

を通 して力 と祝福 を受 ける素晴 らし

い機会に浴 していました。ワー ド部のロー

レル ・ア ドバ イザー に任命されたのです。

その時に私を任命 した副監督の祝福の言葉

はほとんど忘れてしまいましたが，ひ とつ

だけ，特 に心 に強 く残 った言葉があります。
と も

それは，常に聖霊 を伴侶 として働 くように

という勧告です。彼のその言葉を聞いた時，

私 は燃えるような思いを感 じました。そし

て，その的を得た勧告に心を深 く動かされ

ました。

聖霊 の導 きの必要性を説 く指導者の話 は

それ まで にもよく聞 き， 自分で もみた まの

導きを受 けた生活 をしようと，何度か努力

した ことがあ ります。 しか しす ぐに， 自分

には無理だ と思って しまい，情けない気持

ちになるのが常でした。挫折感に襲われた

私 はいつ も，聖霊 を伴侶 にできるのは教会

幹部 とその家族だけだ と言い逃れをしてい

ました。そして，正 しい生活 をしているな

ら，いつか遠い将来には自分 もその祝福 に
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あずかれるようにな ると考えていたのです。

与えられたチャレンジが簡単な ものでな

い場合 に，言い訳 をして自分 をごまかすの

はとて も簡単です。 しかし， あの日監督室

で任命 を受けた時には， そんな逃げ腰の気

持 ちは湧いてきませ んでした。私は主の僕

から聖霊 を導き手 とするように書われた時，

主は何年 も前 のバプテスマの時 に授 けて下

さった勧告を私に もう一度思い起 こさせて

お られるのだ と感 じました。バ プテスマの

後の確認 の儀式の時，主の代理人が頭 に手

を置 き，「聖霊 を受 けよ」と言います。 どの

ような理屈 をつけて も， この勧告 と戒 めの

言葉 を消 し去 ることはで きません。

聖霊 を受 けることの大切 さは，過去だ け

でな く，現在で も言われている事柄です。

1896年 の あるステーキ部大会でウイルフォ

ー ド・ウッドラフ大管長は次のようにはっ

きりと語 ってい ます。

「さて，皆 さんにもお話 したい と思いま

すが，私 はこれ までいつも，神の聖徒には

皆聖霊の導 きが必要であると言 ってきまし

た。……この教会 の人は男女 を問わず皆 み

た まを得 るよう努力 しなければな りません。

…地上 において神のみ旨を遂行するには，

このみたまが必要です。 これは他のいかな

る賜 にも増 して必要な ものです。……私た

ちはこの慰め主 を与 えられるまで，主 に祈

らなければな りません。 これはバプテスマ

の時 に授 けられた約束です。それは光，真

理，啓示のみたまであ り，私たちすべての

者が同時に受けることのできるものです。」

(五)6s6名窃1物6為 娚7Nov.1896PP。641一
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43)

聖霊 の賜 は，男性だけに与 えられるもの

ではあ りません し，女性だけに与 えられる

もので もあ りません。また教会幹部だけに

与 えられ るもので もあ りませ ん。神の戒め

を守 るなら，だれでも受 ける ことができる

のです。 この賜によって私たちは毎 日，導

き，霊感，慰 め，知恵，力，証 を受 けるこ

とがで きるのです。別な言い方 をすると，

啓示 を受 け られ るのです。予言者 ジ ョセ

フ・ス ミスはこう語 ってい ます。 「人 は聖霊

を受 ければ必ず啓示を受 ける。聖霊 は啓示

者である。」(H富 ホo，ッq〆 孟h8Chπ 名oh(ゾ

力欄Ch癬 げLσ 吻 一吻S4づ π鶴6：58)

そ れでは，聖霊は私たちをどの ように助

けて くれるのでしょうか。

個 人的 な成長

この神権時代に組織 された最初の十二使

徒定員会の会員のひとり，パー レー ・P・

プラッ トは次の ように書いています。

「神に似せ て造 られた知性 ある人間は，
そな

神御 自身が具えておられるあ らゆる器官，

属性，感覚，憐れみの心，感情 を持ってい

る。

しか し，それらはまだ人問が未発達の状

態で有 しているものである。……換言すれ

ば， それらの属性は初期 の段階 にあり，徐

徐 に発達 してい くのである。……

聖霊の賜は姿 を変 えて， これらすべての

器官，属性 に影響 を及ぼす。すなわち知的

活動 を司るあ らゆる器官の回転 を早め， さ

らには人 問の本性である熱情 と愛 を増 し，
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あなたにとって聖霊とは

主は自分自身の知恵を用'」τ，問題の答えを見

のだすようにど教え'ごお6れ ますが，私たちを

ひどり置ぎ去りにしτ刀るわ'アごはありません。

拡大 させ， また より純粋 なものとし，知恵

の賜 によって律法 にかなった用い方ができ

るようにそれ らを変えてい くのである。聖

霊の賜は，私たちの本性である同情や喜び，

審美眼，思いや りの心，そして愛情に霊感

を与え，それ らを成長，発展，成熟へ と導

く。さらには高徳，親切，善良なる心，優

しさ，思いや りの心，愛 を呼び覚 ます。 ま

た姿形 に至 るまで人 を美 しくし，健康，活

力，生気，明るさを与える。 また聖霊の賜

は，心身に活力 を与 え，勇気 をもたらして

くれるのである。要するに聖霊の賜 は，昔

も今 も変わ らず，骨 に髄 を，心に喜 びを，

目に光を，耳 に音楽 を， そしてすべての人

人に生命 を与 えて くれるものなのである。

聖霊の賜 を受けている人 の表情か らは，
ひ

まるで暖かい陽の光 のような輝 きを感 じる

ことがで きる。 そして彼 らがか もし出すそ

うした雰囲気は，わ くわ くした心，何 ら混

じり気のない温かな感謝 と親切 の心 を発散

させ，同 じ気持 ちを持つ，言いかえれば霊

において共感を持つ人々の心身にまで及 ぶ

のである。」(パ ーレー・P・プラッ ト，κ砂

孟o孟h6S6∫ω266(ゾ 蹄 θoJogy，PP.100-101)

私 たちは皆，進歩成長 し，神のような者

になろうと，毎 日努力 し，戦 っています。

また完全な者 にな りたいという望み を持 っ

ています。しか し，そんな ことは とて も不

可能だ と思うことも時々あ ります。聖霊 を

抜 きにしてこの戦いを考えることはできま

せん。完全な者 となるために，力 と導 きを

与 えて くれるこれ らの賜 を求 めるのはその

ためなのです。

例えば，聖霊は私に自分の不完全な点 を

教 える という方法で，助 けを与えて きまし

た。みた まの導きを祈 り求めてか ら聖典 を

読む と，特 に自分の成長に必要な事柄 につ

いて書いてあ る聖句が，私の 目に強 く訴 え

か けてきます。 そして，それを読む内に，

さらに良い行 ないをしようという望 みがあ

ふれて くるのです。聖霊 はこのような知識

だけでな く，私たちが目標を達成できるよ

うに，ほかに も霊的な賜 を授 けて くれる こ

とがあ ります。

子供 を育てる

子供 を育てている親たちは毎 日，大小 を

問わず，数多 くの事柄 について選択 を迫 ら

れ ます。その中のあるものは子供の人生 を

形作 る上 で重要 な影響 を及ぼ します。 それ

は当然私 たち親 にも強 くかかわ りを持 って

きます。主は自分 自身の知恵を用いて，問

題 の答えを見いだすようにと教 えてお られ

ますが，私たちをひ とり置 き去 りにしてい

るわ けではあ りません。私たちの判断が正

しいものであるか どうか を理解 させ るため

にひ とつの方法 を備 えて下さっているので

す。親 はみたまの導 きを通 して，最 も効果

的な方法で子供 に接することができるよう

にな り，子供たちのためにささやきを受 け
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ることができるようにな ります。

聖霊の導きは，人生の岐路 に立た された

時だけでな く，日常の生活の中で も受ける

ことがで きます。靴ひ もが うまく結べな く

てい らい らしている3歳 の子供を助けるた

めにどうした らよいか，兄弟 げんかをやめ

させるにはどうすべ きか といった小 さな問

題 について，その場に必要な導 きを受ける

こともで きます。霊感 として与えられる答

えがあまり自然なものに思えるため，それ

が霊感である と気付かない ことがよ くあ り

ます。 しかし，私たちが この霊感 に応える

なら，家庭の中に変化が生ずるようになる

で しょう。「聖霊の実は，愛，喜 び，平和，

寛容，慈愛，善意，忠実，柔和， 自制で」

す。(ガ ラテヤ5：22-23)私 た ちはそれ ぞ

れの家庭 の中 にあって， どの特質 を伸 ばし

ていった らよいので しょうか。 これ らの特

質が及ぽす良い影響力 について考 えてみて

下 さい。

教 会の召 し

私たちはそれぞれの教会の責任 に関連 し

て啓示を受けることができる と約束 されて

います。それ は， プライマ リーの会長であ

るかホームティーチャーであるか，教会幹

部であるかに関係な く約束されていること

です。 しかし私たちに与 えられているのは，

この約束だけではありません。積極的に啓

示 を求 め，召 しを果たす時の導 きとするよ

うにとい う責任 も同時に与 えられているの

です。

私はこれまで様々な召 しを受 けて働いて

聖徒 の道/1983年8月 号

きましたが， これは霊感だ と思え.る考えが

頭の中に浮か んできた ことが何度 もあ りま

す。考えに考 え，祈 った後で与え られた も

のもあれば，突然与 えられた もの もあ りま

す。 しか し， その答 えが どうも今 ひとつは

っきりしない とい う場合 もあ ります。しか

し，最善 を尽 くして努力するなら， これ ら

のささや きを理解 する能力を高めることが

できるのです。聖霊の導 きを受ける力を高

め， また自分 に対す る主のみ ここ ろを知 り，

それ を行 なう勇気 を持った時に，教会の召

しの中で どのようなことを成 し遂 げること

がで きるかを考 えてみて下さい。

みたまを伴侶とするには
と も

聖典 をよく読む と，聖霊を伴侶 とするた

めには，福音の標準にかなった生活をしな

ければならないことが分か ります。なぜな

ら，「主の 『みたま』は清 くな い殿 に宿 りた

まわない」からです。(ヒ ラマン4：24)ハ

ロル ド・B・ リー大管長 はこう言っていま

す。「この点で成功す るための鍵は謙遜な心

です。私たちはそれによって，永遠の生命

という永遠の観点に立 った生活 を目指して

い くのです。 それ ともうひとつは，主のみ

こころを学 ぼ う と熱心 に努 力す ることで

す。」(ConferenceReport，October1946)

「主 のみこころを学ぼうと熱心に努力す

る」 という表現 は，熱心に聖霊 を求めるよ

うにと言 った二一ファイの訓戒を思い出 さ

せ ます。私たちは聖霊 を受 けたい と望み，

その望みを心 からの祈 りによって示す必要
しか なんじ

があ ります。「而 して汝わが名 により信 じ
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あなたにとって聖霊 とは

私たちはみたまのささ†りまに対しτ心を開のτ
おかなければなりません。それは意識しτ何度
も繰り返す内に段々ど～まるようになります。

て，信仰 により御父に願 わば……聖霊 を受

くべ し。」(教 義 と聖約14：8)

福音 の標準に従った生活 をし，熱心 に祈

り，信仰 を実践 し，聖霊の導 きを受 けて も，

まだ十分ではない と聖典 には書かれていま

す。ひとつの想い，感動 として自然な形 で

与 えられる「静かな細 い声」，すなわち聖霊

のささやきに耳を傾けなければな らないの

です。予言者 ジョセフ ・ス ミスは次の よう

に書いています。「人は啓示のみた まの最初

の ささやきを自覚 しただ けで祝福 を受ける。

例えば清い知識が心に流れ込 むのを感 じた

時，あなたの心にはいろいろな考 えが閃光

の ように次か ら次へ と浮かんで くるだろう。

そしてそれが その日のうちに実現する こと

を知 るのである。 また神のみた まが どの よ

うなものかを知 り，理解する時， あなた方

は啓示の原則 を自分のもの とし，やがてキ

リス ト・イエスにあって完全な者 となるで

あろう。」(乃σ6h初gs`ゾ 漉6P"ρh6孟 ノ6s砂h

Sηz髭h，p.151)

私 は この言葉の意味を身をもって知 らさ

れた経験があ ります。私が ワー ド部 で扶助

協会の会長 として働 いていた時のある夏の

ことでした。その夏，定員会会長が不在 で，

夫 にその間定員会の指導 をして欲 しいと要

請があっ孝のです。 そして，会長が戻 って

来ないようになったと聞かされた時，私 た

ちはひょっとして夫がその後任に召 される

可能性 もあるのではと話 し合い ました。 し

か し私たちは，学齢前の3人 の子供を抱 え

て，多 くの時間 と働 きを求 められ るそんな

責任 を果たす ことは とて もで きない と思い，

そのことは考えないようにしました。

とはいえ，私の中にはまだ， その ことに

ついて祈 りをすべ きだ という気持ちがあ り

ま，した。 ある夜祈っていた時にひ とつの考

えが はっきりと心に浮かんで きました。 も

し主が夫 をその職 に召 されたならば，それ

は主が私たちにもその責任 を果たす力があ

ると考えてお られるしるしだ とい うことで

す。 よく計画 をしてことに望 めば，子供 た

ちを犠牲 にする必要 もないのです。次の週，

夫がステーキ部長か らその召 しを受 け，支

持 された時，私は自分に与えられたささや

きが実現 したことを知 りました。夫 も召 し

を受ける前に，その職 は自分が果たすべ き

もの として，ち ょうどその時期に与え られ

た ものであると，聖霊か らの示 しを受 けて

いたそうです。

私たちはみたまのささやきに対 して心 を

開いておかなければな りません。それは意

識 して何度 も繰 り返 す内に段 々 とで きるよ

うになります。 また，大 きな問題だけでな

く，毎 日の小 さな問題に対 しても，みた ま

のささやきに耳 を傾 けるよう習慣付 けなけ

ればなりませ ん。小 さな事柄 に関するその

ような教 えは，教訓 に教訓，規則に規則 と

い う形で与えられるものです。なぜ そうか

というと，聖霊は私たちの受 け入れ る能力
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に応 じて啓示 を与 えられ るか らなのです。

ある晩，夫が仕事の都合で，自動車 を運

転 して出かけなければならな くな りました。

目的地 まではそう長い距離で はあ りません

で した。夜の7時 頃には着 くだろうという

ことでした。そして，向 こうへ着 いた ら電

話 をよこす と言って』出かけて行 ったので

す。 ところが8時 を過 ぎて も何の連絡 もあ

りません。私は段々心配 になってきて，10

時 頃には不安な気持ちが募るばか りで した。

何度か， とにか く眠ろうと努 めてみました

が，2時 頃には，聖霊の慰めがなければど

うしようもない とい う状態になってい まし

た。私 は寝つ けない ままに，心配で頭の中

がおかしくなってしまうようで したが，ひ

ざまずいて， もし夫の身 に何事 も起 きてな

いな ら，聖霊の慰 めがあり，安 らかな気持

ちになれ るように と祈 り求めました。その

夜数分ずつ2度 ほど，穏やかな気持ちを感

じたのですが，そういう霊的なささや きに

耳 を傾 けるとい う習慣 をあ まり身につけて

いなかった私 は， それを受け入れようとし

ませんで した。何 も間違いが なければ，夫

はなん とかして電話をよこすはずだ と，理

屈だけで考えて， その時の思いを無視 した

のです。翌朝，ようや く夫 と連絡が取れま
一した
。夫は元気でした。いつ もは気の利 く

夫が電話 をす るのを忘れただけの ことでし

た。みた まの ささや きを拒 まずに受 け入れ

ていたら，あの夜の苦 しみはほとんど味わ

う必要がなか ったのです。

耳を傾 け，聖霊の ささや きが理解で きる
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ようにな った として も， まだ もう・ひ とつ残

されていることがあ ります。 そうです，与

え られたそのささや きに従 うことです。ひ

とたび主のみ こころを知 ったら，怠惰や恐

れの気持 ちな どで，従 うのを引 き伸ばして

はいけ ません。従 うには勇気が必要なこと

もあります。時によっては，行動 に移すの

を遅 らせ ないように努力 しなければならな

い場合 もあります。あの姉妹 を何かの活動

に参加するよう誘 いなさい， また，あの兄

弟 を訪問 して何か困 っている ことがないか

確かめなさい と主のささや きがあったら，

私 たちはそれに従 わなければならないので

す。時機 を失す ると，そういう人々を助け

る最良のチ ャンスを失ってしまい， しか も

2度 と与 えられな くなるか も知れ ません。

生活を整え， また，信 じて祈 り，必要な

事柄をよ く思 いはか り， みたまのささや き

に聞 き従 うな ら，私たちは約束 された日々

の導 きが与 えられると確信すると共に， こ

れを受け入れ，祝福 を得 ることができるの

です。
と も

教義 と聖約 には，聖霊 を 「常に伴侶」 と

する人の高潔 な状態 と霊的な進歩 について

書かれています。(教 義 と聖約121：46)

自分 自身 と聖霊 との関係について考えて

み ましょう。 あなたにとって聖霊はどのよ

うな存在で しょうか。 まった く見知 らぬ存

在 でしょうか，時々顔を見せる訪問者で し

ょうか， それ とも常 にそばにいる伴侶で し

ようか。
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π愛 をもって互 に

仕えなさい4
十二使徒定員会会員'

L・ ト ム ・ペ リ ー

/

" 勒)

"

「兄 弟 たちよ。あなたがたが召された
のは，実 に， 自由を得るためであ

る。ただ，その自由を，肉の働 く機会 とし

ないで，愛 をもって互 に仕 えなさい。」律法

の全体 は，『自分を愛するように，あなたの

隣 り人 を愛せ よ』 というこの一句 に尽 きる

か らである。」(ガ ラテヤ5：13-14)

奉仕 の行 ないについては，時の初めか ら

福音の中で教え られてきました。アダムの

時から現代 に至るまで，人 は同胞 に仕 える

ように勧告 されて きたのです。私は恵 まれ

て，パ ウロがガ リラヤ人に宛てた 「愛 をも

って互 に仕 えなさい」 という勧告が，実際

に形 となって表われた例 を見た ことが あり

ます。

それは私たちの家族がマサチューセッツ

州 に住んでいた時の ことです。私たちはボ

ス トンの西，約20キ ロほどの所にある，ウ

ェス トンとい う小 さないなか町に家を構え

ていました。ウェス トンは人口約1万1千

人ほ どの，古風で洗練 された雰囲気をたた

えた町で した。 ウェス トンには，石べいが

続 く，曲が りく'ねった美しい道路が至 る所

に走 っていました。小 さな商店街は，夜の

9時 ともなればまった く人通 りが絶 えて し

まいました。 しか し， この情緒豊かなウェ

ス トンに も，それな りの問題があ りました。

特に，アル コール類が売 られていない この

町に，多 くの学生たちが麻薬や酒を持ち込

んだのです。

しか し，ほかの ことに忙 しくて，麻薬や

アルコールなどにうつつを抜 かしてる暇 な
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どなかったひ とりの高校生がいました。 こ

の若者はスキー にかな りの時間 をかけてい

ました。 その地域ではスキー愛好者 は決 し

て珍 しくありませんで した。 しか し，彼が

その才能 を用いて した ことは，並の行ない

ではありませんで した。彼は高度なスキー

技術 を身につけ，スキーを本当に愛 してい

ました。実際，彼はスキーのインス トラク

ターで，時間に余裕があれば，ほかの人に

スキーを教 えるほどでした。彼が生徒のひ

とりにぴった りと付 いて，斜面を滑る姿 を

よ く見かけた ものです。生徒 は大抵彼 よ り

も年上の人で した。最初はゆっくりと滑 り

出しますが，次第 にスピー ドが加わ って，

スロープで鮮やかな方向転換 を見せて くれ

ます。滑 っている問中，会話が絶 えず， そ

う快な気分できらめ く陽光の中を進んでい

くのです。他の人々 もそのふた りに気付 き，

ふ もとまで目で追 いますが，随分楽 しくス

キー をしているな とい うくらいにしか見 て

いませんで した。

人々が気付かなかった ことがあ ります。

ふた りの内の片方は盲人 だったのです。 こ

の高校生 は目の見えない人たちにスキーを

教えていたのです。無料 でです。最初 にこ

の ことを思い付いて，他 の人たちに話 した

時は，皆からやめた方がいい と言われまし

た。絶対にで きっこない と，何べん言われ

たか分か りませんで した。

しかし，彼は何の希望 もない生活をして

いる幾人かの盲人 を見 て，自分の人生の喜

びのひ とつを彼 らと分か ち合 いたいと思 っ

ていたのです。彼 らが達成感 と喜びを味わ

い，生 活 に新たな広が りを見 いだ し， 自分

たちも本 当に健全 な人間なのだという意識

を持って欲 しいと願 ったのです。彼のその

望 みは心か らのもので した。多 くの時間を
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取 り，必要 とあらば忍耐 をして，愛ある関

係を築 き，励 ましを与え，理解 し合おうと

したのです。それは彼 らが 自分 自身 と自分

の能力を信 じることができるように助 ける

ためで した。両者の親交 は次第 に深 まって

い きました。

そして この目の不 自由な人々 は彼 を信頼

し，友 としたのです。

彼 らが自分たちのスキー靴 とスキーを付

ける手伝 いをさせたのは， この若い高校生

だ けでした。彼 は盲人への トレーニングに

.ついて，大切なのは自分 自身 を信頼する気

持 ちを養 うことだ と話 して くれました。 そ

れができれば，後の技術的な問題はそう難

しくないと言 うのです。

彼が最後 に語った ことによると，それま

で13人 の盲人 にスキーを教えて成果を収 め，

さ らに多 くの人々に教え，盲人のためのス

キー指導書を書 くように依頼 されていると

いうことで した。当時，彼には自信がみな

ぎっていました。それは今で も変わってい

ないと思 います。 しか し， もっと大切 なこ

とは，彼が揺 らぐことのない友情を築き，

価値 ある奉仕の働 きを通 して，愛すること

と分かち合 うことを学んだことです。

私 たちがこの世で見いだす最高の喜びは，

自分自身のためにしたことの中にあるので

はな く，他の人々のための奉仕の行 ないの

中にあるのです。 ウェス トンの この若者 は

目の見 えな い人々への奉仕を通 して，パ ウ

ロの勧告 をひ とつの形にしました。そして

私たち もまた，「愛を もって互に仕え」るこ

とによって もたらされる価値 ある喜びを見

いだす ことがで きるのです。

神の祝福があって，私 たちが真の奉仕の

喜びを知 りたいという望 みを持つことがで

きます ように。
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シ ャー リー ・フ ァ ンズ ワー ス ・バ ー リン

私
たちはどうして も不安な気持ちを抑

えることがで きませんで した。ホー

ル夫人は私たちの求道者の中で，一番熱心

なひ とりで した。彼女はまだ教会員ではあ

りませんで したが，すで に教会が真実であ

ることを知っていました。初 めに彼女を教

えたのは別の宣教師でした。標準的なレッ

スンを受 けモルモン経 を読んでい く内に，

信 じたいという望 みが大 きくなり・強い証

となりました。そして私 と同僚は福音の勉

強を続けるように勧めていたのです。

ところがそ こへ，彼女の妹 ジョーン ・マ

ッカーサーが尋ねて くることにな りました。

夫 も， どち らの実家の親類 も，皆他の教会

に熱心 な人 たちで，ホール夫人 としては夫

が一緒 に福音 を受 け入れ るまで，(少な くと

も，当時彼 は宣教師に対 しては友好的でし

た)バ プテスマは受けた くないという気持

ちで した。彼女はまた， 自分が しているこ

とと，なぜそれを しているのか をよ く理解

してもらわない内に教会 に入 って，家族，

特 に両親 を怒 らせ ることを恐れていました。

ジョー ンが，姉の している ことを調べ，

モルモンとの付 き合いをやめるように警告
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◆

◆

←

するために送 られて くるのだろうとい うこ

とはす ぐ分か りました。 ジョーンはまだ20

歳 で，家 を離れるのはそれが初 めてだ った

と思い ます。彼女の到着を待つ私たちの方

にも不安 はあ りましたが，カナダのブ リテ

ィッシュ ・コロンビア州 ビク トリアまでの

旅の間，彼女の方 にも心配があった と思い

ます。

しかし，ホール夫人 は冷静な様子で した。

ジ ョーンが落 ち付 いてか ら数 日後，ホール

夫人は私たちをさ りげな く夕食に招待 して

くれ ました。 ジョーンは，姉が ドアの所で

私 たちを居間に迎 え入れるのを見て驚いた

ろ うと思い ます。おそらく 「宣教師」 とい

うのは中年の人か，訳の分か らないことを

話 しまくる狂信的な人に違いない と考 えて

いたのではないで しょうか。私たちの様子

は幸せそうで， その上態度 もまじめなもの

で した。ジ ョーンの方 も自分 と同 じくらい

の年齢のふた りの若い女性 とのおしゃべ り

は楽しそ うで した。食事の後でひとつのフ

ィルムス トリップを紹介すると，彼女 はた

くさんの質問 をして きました。そして もう

一度会 う約束 を取 ったのです。

次の約束 の時， ジョーンはた くさんの質

問 とモルモ ンに関して言い広 められた偽 り

の教 えを持ち出 してきました。彼女がそれ

までモルモ ンについて聞いてきた反論 と偽

りの教 えが洗い ざらい出されました。 しか

し怒 ったような口調ではな く，率直な態度

で物 を言い，説明を求めてきたのです。彼

女が意見 を言 う度に，私たちは最善を尽 く

してそれに答えました。私たちの答えは彼
ペヘ

女を納得 させたようでした。 ジョー ンは自
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◆ ◆

心を変える
◆

分の聖書 をよく使 いこなしていて，聖句 を

次か ら次 と引用 しました。 また，私たちが

引用 した聖句 に強 く心 を引かれた らし く，

皆でその聖句 を調べ，話 し合いました。そ

の 日以来，私は彼女の霊的な洞察力に深い

感銘 を受 けました。話 し合りが最後 になっ

た時，私たちは皆， もう少し打ち解け合え

た ような気が しました。私たちはなぜ 「姉

妹」 と呼ばれ るのかを説明 し，家族の こと，

また18カ 月間主に仕える召 しを受 けさせた

自分たちの確信について話 しました。 ジョ

ーンの方は初 めての大陸横断の旅 の感激 を

語 りました。

その次の レ!ッス ンは背教についてで した。

ジョー ンはやっきになって反論 し，最後 に

は，私たちに家 を出て行 って， もう二度 と

来 ないで欲 しいと言うほ どで した。それ以

上何 も聞きた くない と言い，大分心を乱し

ていました。私たち もがっか りし，しょげ

か えってしまいました。ジ ョーンは後 に手

紙の中で次の ように書 いてい ます。「あの

晩，あなた方が帰 った後の ことを今で も覚

えています。 ジョセフ ・ス ミスの証の中に

ある，他の教会はすべて 『わが目より見て
にく

悪 むべきものな り』 という言葉のことを考

えて，私は激 し く泣 きました。私が行 って

いた教会は私 にとって とて も大切 な教会だ

ったのです。私の心 は傷付 きました。私 は

それまでの人生の中で，父母か ら教わ った

ことを信 じてきていました。ですから，あ

の言葉は，私がいた世界 のすべてを打ち砕

いてしまったのです。 どうしてジョセフ ・

スミスにそのような ことが言えたのだろう

か と思い ました。 しかし彼 は，主がそう語
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心を変える
◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◆

◆ ◆

◆

◆

◆ ◆

←

◆ ◆

◆ ◆

ジョーン ・マッカーサーは20歳 の時，必要とあらぱ姉の心

を変えさせようと決意 してビクトリアにやって来ました。

しかし彼女は自分の考えを変える勇気を持っていました。

，られたのだと言 ったのです。それ はどうし

ても受 け入れ られない考えで した。

ジェシー(ホ ール夫人)は 私 にレッスン

を続 けなさい とは強制 しませんで したが，

受けてみたらとは勧 めました。彼女がいな

かったらレッスンは続けなかった と思い ま

す。で も私たちの間には家族 としてのとて

も大 きな愛があり，私はそれに逆 らうこと

ができませんで した。

今 にして思 えば不思議ですが，私 は怒 り，

憤っていました。 あの時 にどうしてまだ聞

く気が残 っていたのだろうか と思います。

しか し，主は私に対 して憐れみ深 く， また

耐えて下 さいました。問題 は，姉妹たちの

教えはすべて信 じられると思 ったの に， ま

だ これまで通 りの教会へ集っていることで

す。 どうして も捨て切れないのです。J

しかしジョーンは真理の探求を途中でや

めるような人ではあ りませんで した。1週

間祈 り，葛藤を続 けた後 で，彼女 はもう一

度私たちを呼びました。彼女の心 には変化

が起 きていました。 その変化がいつあった

のかは分か りませんで した。福音の回復 に

関する次 のレッスンをした時，彼女 に何か

変化のあった ことが分か りました。反論 し

てこないのです。そして， まるで答 えの返

りが遅い とばか りに，熱心に質問 して くる

のです。知識 に飢 え渇いているようで した。

彼女はジ ョセフ ・ス ミスヘのキリス トの顕

現が愛の発露であ り，地上 に伝 えられた完

全な真理 は，あらさが しをす る人 にではな

く，欠 けている部分を知 りたい と心から願

う人々のためのものであることを理解 して

い ました。

次の レッス ンは救 いの計画 とい うテーマ

で したが，やは り良 い雰囲気 の中で進め ら

れ ました。私 と同僚 は自分たちだけの力で

教えていない ことを理解 していました。言

葉はよどみな く流れ，目指す聖句の箇所 も

す ぐに分か りました。心 と心の触れ合いが

あ りました。 ジョー ンは感動 して，大 きな

声で こう言いました。「ジェシーがバ プテス

マを受 けたが ってい る理 由が今分 か った

わQ」

絶対 にこの教会 に入 らないと宣言 してい

たジョー ンも，姉 を尋ねてきたばか りの時

とは，別人の ようになってい ました。 レッ

スンを終 えてその帰 り道，私は心 に感ず る

ものがあって同僚に言い ました。「彼女 はい

つか教会 に入るわ よ。」

私たちは数回彼女 を訪ね，毎 回熱の入っ

た レッスンを しました。 それから私 は伝道

部内の別の地域へ転任になりました。それ

か ら伝道 を終 えて帰還するまでは， この真

剣な女性 について も，ホール家の人たちに

ついて も，何の音信 もあ りませんでした。

ある日，私の家の郵便受けにカナダの消

印が押 された手紙が届 いていました。封 を
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆

◆ ◎ ◆

開けると，私 の住所 を調べて，手紙 を出す

まで随分時間がかかった ことが書かれてい

ました。 そして， ジョーンとホール姉妹 が

ふた りとも，2年 前にあの町の少 し外れた

所にある冷たい水の湖でバ プテスマを受け

た ことが書かれていたのです。

この手紙 を皮切 りに，驚 くような内容の

手紙が何通 も届きました。2年 後，ある人

か ら， ジョー ンが南アフリカで伝道 してい

ること， また，ホール姉妹の夫バ リーはま

だ教会の ことを学ぶ気持ちになっていない

ものの，昔 と同 じように宣教師や会員 を愛1

し，家族を日曜学校に連れて行っていると

聞かされ ました。 そうしている内に，今度

はジョーンからの結婚 の知 らせが届 きまし

た。彼女は ソル トレーク神殿で，ある帰還

宣教師 と式を挙げ ました。それに続いて同

じ年の内にホール姉妹からの手紙が届 きま

した。彼女の夫がバ プテスマを受 け，r教会

の責任 を喜んで果たしてい るとい う内容で

した。そして次の年，ふた りは子供たちを

連 れて ソル トレーク神殿 に行 き，結 び固め

の儀式を受 けたのです。

← ◆

← ヴ 　 ゆ ひ

心を変える
◆ ◆ ◆

その後，ホール兄弟は支部長，副ステー

キ部長を務め，今 はステーキ部の高等評議

員をしています。ジ ョーンの夫のデール ・

H・ ローブは監督の責任 に就いています。

ホール姉妹 もジ ョーンも活発 に責任 を果た

してい ます。そして系図を探求 し，700人 の

先祖のために神殿の儀式を行なった という

ことです。

ジョーン ・マ ッカーサーは20歳 の時，必

要 とあらば姉の心 を変 えさせ ようと決意し

てビク トリアにや って来 ました。 しか し彼

女 は自分の考 えを変える勇気 を持 っていま

した。真剣に主に祈 り求める彼女の熱意は，

おのずか ら正 しい選択への道 を歩 ませたの

です。賢明な彼女の姉 ジェシーは，忍耐を

もって福音を説 き，後 のことは主のみた ま
ゆだ

に委ねました。

ふた りとも自分自身の心の奥底 の声に耳

を傾けるようにな りました。 そして多 くの

人々が彼女たちの行ないに，永遠 に感謝す

る ことでしょう。ジ ョーン ・マッカーサー

は この教会に対する考 えを変えただけでな

く，生 き方 をも変えたのです。

』
』，繍

轟磯囎翻麟熱
舗麗欝
難鋼
蹴灘羅
、耽
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ちょうろう

ワ ー ド･W･ハ ン タ ー 長 老 は,

ハ むかしのことを齢 して,
はな

こう話 して くださ いま した。｢わた し

は,プ ライマ リーをそつざ よう して
う

か ら,バ プテスマを受 けま した。わ
ちち かいいん

た しの父は会員ではありませんでし
きようカもしも はしエ はは

たが(あ とで教会 に入 リま した),母
しゅう ちい し ぶ

はアイダホ州ボイシの小さな支部の
かいちよう

プライマ リーの会 長で,し ばらくし
カレい ちよう しゆう カセい じよ

てMIAの 会 長 にな りま した。集会所
へ や

には部屋 がひとつ しかなかったので,
きょうしつ つく

カーテ ンで しさ=って教 室を作 らなけ

れ ばな りま廿 んで した。カ ーテ ンを

しつ じ し ごと

ひくの は,執 事 の仕事 で した 。わた
きょうかい いん

しは教会員ではありませんでしたか
し ごと

ら,こ の仕事 をす ることはで きませ
しゆうかい しゅっせき

んで した。でも,集 会 には出席 しま

たい はい

した し,ス カ ウ トの隊 にも入 って い
しゆ う

ま した。わた しは,ア イ ダホ州のボ

イ シでイ ーグル･ス カ ウ トにな りま

した。

さい こ

13歳 の とき,わ た しはほかの子た

ち とちが って いるのが いや にな り,
う ちぢ

バ プテス マを受 けさ'せて ほ しいと父

いもうと おな

にいいま した。わた しと妹 は, .同U
ヴ つ

日にバプテスマを受 けま した。｣

42

ちようろう さい

ハ ンター長老が20歳 の とさ,ス テ

ーキ部がそ しきされ
,ボ イ シワー ド

ぶ かいいん きょうかい どう

部の会員たちは教会堂をたてたいと
おも

思 いま した。す ると,か んとくさん
かいいん きょうかい どう

は会員たち に,教 会堂をたてるため
かね だ

のお金 を出すや くそ くを して くださ一

さい しよ

いといいま した。最初 にや くそ くを

ちようろう

したの は,ハ ンター長老 で した。ハ
ちようろう だ

ンター長老 は,25ド ル 出 します とや

ねん

くそ くしま した。｢1919年 の ことです
こ ども たい きん

から,子 供 にとって は大金で した｣
ちようろう

とハ ンタ ー長老 はお っしゃい ました。
ちょうろう

ハ ンター長老 は,ボ イ シのいなか

で笑さくなりました.ハ ンタ_魏
とう てつ どう し ごと

のお父さんは鉄道の仕事をしていた
しゆうまつ いえ

ので,週 末 に家 をあ けることがよ く

｢巾､冒,㎜｢-暫 炉r㎜ru.
一

睡 鐵劉 盈灘謹灘響遡乱蝦 聖
P

岬
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せ わ

ヒョコをか って,世 話を していま し

ちち こ や つく

た。父 は,ウ サギ小屋 を作 ってくれ

ま した 。それから,わ た しはデー ジ

な まえ こ いぬ
一 という名前の小犬 をか って いま し

とも

た。デー ジーはわた しの友だちで,

わた しの行 くところな らどこへでも

ついてきま した 。
あつ

わた しは,も のを集めるのがす さ

なん あつ

で,何 でもかでも集めていま した。

きっ て かね とり あっ

切 手や,お 金や,鳥 のタマゴ'まで集.
いえ とお

めま した 。家か らそう遠 くないとこ

ろに,ぬ まや,ガ マの はえていると

も欝

書

き

ころがあ りま した し,い ろいろな木

し

もあ りま したか ら,み なさんが知 っ
とり

ている鳥 はみんなや ってき ました。

ですか らいろいろなタマゴがい っぱ
あつ

い集 ま りま した。｣

ちょうろう おん かく

ハ ンター長老 は,音 楽 がす さ にな

ちょうろう

りま した。ハ ンター長老 はピアノ,

サキソフォー ン,ク ラ リネ ッ ト,ト

ランペ ッ ト,ド ラム,そ れか らマ リ

ンバもな らいま した。そ して ダンス
つく かっこう

バ ン ドを作 って,学 校 をそ つぎょう
きゃくせん

する と,客 船 のプ レジデ ン ト･ジ ャ

壁 講

審

熟

懲

鷲,
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せ つ しょうしゃ あ

崩 上車がスピードを上げると,ヨ

エージクのコートをアラスカ
かぜ

のいてつくような風がふきぬけた。

工一ジクはうきうきしていたが,
とう

こわくもあった。お父さんについて
かぞ

ジャコウウシを数えにいくのは,こ
はじ

れが初めてだった。
とう ニえ

お父さんのユカックの声がした。

騨 晦蜘欝･ 囎

ほくは,
で あ

｢しっかりつかまれっ1む れに出会

とう ゆき おか

うころだ。｣ヌ ニパク島の雪の丘に
かせ おと き

は,モ ーターと風のうなる音 が聞
かぜ

こえるばかりだった。ふきわたる風

のために,畳 の螢はなめらかになら
しろ せつめん

されていた。かたくなった白い雪面
ふゆ よわ ひ

に,冬 の弱い日がさしていた。
とう

｢い たぞ。｣お父 さんが さけんだ。だ
せつじようしゃ

んだんスピードをおとし,雪 上車は

とまった。｢モ ーターはまわしてお

くんだ。とめると,こ おっぢまうか
あ

らな。｣ユカックはライフルをとり上

げながらいった。
せつ じょうしや

工一ジクは雪上車からとびおりて,
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た。すると,ほ かのジャコウウシも
あ

それをかんじとり,お しあいへし合
ちい

い しながらわ を小 さくした。工一ジ
とう あ,,裏 。

クには,1頭 が頭 を前 につき出 して
み

いるのが見えた。ひつようなら,た

たかうそというふうだった。
はし

｢やつらは走るのがはやい。おどか

したりしては,いけないよ。｣ユカッ
こ ごえ とう こおり うえ

クは小声でいった。2頭 が氷の上を
まえ で

すべるように2,3メ ートル前へ出

た。

とつぜん,そ のジャコウウシは,
しん

はなをならしながら,と っ進してき
あ

た。ユカックはとび上がってジャコ

ウウシのこうげきをさけようとした
み

が,身 をかわしきれなかった。ライ
こおリ

フルはふっとんでユカックは,氷 の
うえ だ

上になげ出された。
こおり

工一ジクはわけもわからすに氷の
うえ こえ

上にたおれながら,さ けび声をあげ

た。すると,お びえたジャコウウシ

は,ば くはつしたようにわをこわし,
そう

ぼう走しはじめた。
た あ

工一ジクは,よ ろけながら立ち上
こおり うえ とう

がり,氷 の上にたおれているお父さ

んにかけよった。
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とう

｢お父 さん ,だ い じょうぶ?｣工 一
おおこえ

ジクは大声でいった。ユカックは,
め て

目をあけておきあがろうとした。｢手
くび い

首 が……おれた らしい,む れは行 っ

て しまったのか?｣
とう

工一ジク はうなすいた。｢お父さん,
た

立 てる?｣

｢う でをまっすぐにしなけ りゃな｣

そういって,ユ カ ック は,は をくい

しばった。

｢で も
,ぼ うなんかないよ。｣工 一
なに

ジクは,何 かかたくてまっすぐなも
み み

のを見つけようとして,あ たりを見
ほっきょく ちか ゆき

まわした6し かし,北 極に近い雪の
ばら なに み

原には,何 も見あたらなかった。

工一ジクは,す ぐそばにあるライ
め

フル に目をとめた。｢ライフルがある､
とう つか

よ,お 父さん。ライフル を使 えばい

いよ。｣工一ジクはいった。
かんが

｢それはいい考えだ。｣ユカックは

うなすいた。
て て

工一ジクは手ぶくろをはめた手で

ライフルをとり,だ んがんをぬきと

った。それから,ラ イフルの畿首を
とう

お父さんのそでからひじのあたりま
じ ぷん かわ

でさしこんで,自 分のコートの皮ひ
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ぼくのにっき
よっくんは,わ すれ ん ぽ うです 。 お とう とが かい

おお

だんか らおちて,わ ら って は い けな い とき に,大 き

な こえで わ ら って しま った り します。それ に,ま っ

す ぐお うち にか え って くる の をわすれ て,よ りみ ち

を して しま う こ とも あ ります。

でも,け っ してわ す れ な い こ とが あ ります。よっ

くんは,そ れ をね る まえ に します 。 それ はおいの り
だい

ではあ りませ ん。 それは,キ ンボー ル 大 か んち ょう
たいかい

が,大 会 で い つ もお は な しす る こ とです。それは,

に っき をか くこ とで す 。
にち

よっくん に,ま い 日どん な こ とをか ん がえ,ど ん

な ことをか ん じて い るか き いてみ

繊
2

稼 懸潮

亀 ℃ 灘

ー
ー
…
ー

窒

7
～

i

ま しょう。そう,に っきを みせ て

も らい ま し ょう。

3が つ18に ち ぼ くは,プ ライ マ

リー の プ ログ ラム で,せ い さ ん
かい

会 のときに,う た をうたい ま した 。

4が つ2か き ょうはか ぞ くで,

イエ ス さ まの お は な しの テ レビ

をみ ま した。お とうさんは,し'

ゆう じか にか け られ た イ エ ス さ

まをみて,な い て い ま した。
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リスのために,た べ も の を くれ ま した 。 お とうさ

ん は,キ リギ リス を しなせ た くなか ったのです。

お とうさんはかみさまのつ くったもの はみんな,

い た い とか,く る しい とか,か んUる の だ といい

ます 。

6が つ26に ち き ょうは,おUさ ん の うち にい さ ま

した 。

6が つ27に ち キ リギ リス を にが してや りま した。

キ リギ リスだ って,お うち をは なれ る と,さ び し

い とお もい ます 。

6が つ30に ち き よう,あ か い ア リン コが トン ネル

を つ くっていま した。てんのお とうさまはこんな
ちい おお め

に小 さなものをつ くったのだか ら,大 きな 目が あ

る の だ とお も い ます 。ぼ くは,ア リン コの あ しが

どん なふ う にう ご くのか,み え ませ ん 。

7が つ5か き ょう は,ひ いお ば あち ゃ んの た ん じ

ようびで す。ひいおばあちゃんはほん とうにおば

あちゃんです 。

8が つ13に ち お じいち やん のお はか に,き れ い な

は な を も って い き ま した 。おUい ち や んが い な い

と,さ び しい です 。
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國
がどのような芸能生活を送っているか

を,赤 裸々にお話 しようと思 います。

また,末 日聖徒の中にも芸能界 に進みたい

方がお られるようなので,少 しで も参考に

なれば と思います。'

私 は今から12年 前に末巳聖徒 にな りまし

た。そして一番純真な少女時代 を活発 な教

会員 として過 ごしました。同じ信仰 を持 っ

た母や妹にも助 けられ ましたが,こ の時期

に何事 にも動 じない信仰 を養 ったことが後

年の私 を支 える原動力にな っています。た

だ純心 に神 を愛 しキ リス トに憧れ,従 順に

戒めに従いました。多 くの罪 も犯 しました

が,お おむね模範的な聖徒だったと思います。

私 は外人の秘書 という希望の職業にも就

けました し,多 くの兄弟や教会外 の方 との

楽 しい交際 もあ り,満 ち足 りていました。

でもある日の失恋がきっかけで,本 当にや

りたか った ことをやろうと決心 しました。

朗読した り,歌 った り,踊 った り,芸 事が

小 さい時か ら好 きだった私は,ア ナウンサ

ー とか声優 にな りたかったのですが
,当 時

十代であった私には恐 い芸能界 に飛び込む

勇気 はあ りませんで した。何年か して,こ

の時は何 とか自分 は大人だ という自覚が持

てました。 そして……俳優養成所の門 をく

ぐったのです。

さあ,そ れか らが大 きな試練の始 まりで

す。希望に胸ふ くらませて入所 した女子同
お と め ほお

期性の6割 は処女であった と思い ます。頬
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気だ,仕 事の範囲 を狭めてどうするんだ｣

と言われ,私 のマネジメン トを続けるかど

うか討議され ました。その時は本 当に半分

あきらめ ました。やは りこの世界 では生 き

ていけないのかな と……。で も正 しい こと

をしている自負はあ りました。私 はそれ ま

で与えられた どんな小 さな仕事で も不平 を

言わず引き受け,一 生懸命頑張ったつ もり

です。

神様 はここでも助 けて下さい ました。広

告会社 の人やディレクターか ら名指 しで仕

事が もらえ,ハ ンディーが大 きくて も認め

られ るようになりました。テレビ朝 日のア

ニメのレギュラー,NHK中2理 科レギュ

ラー,TBSザ･ベ ス トテン黒柳徹子 さん

の代役 レギュラーが決 まり,フ ジTVの イ

ンタビュー もた くさんで きるようにな りま

した。感謝 しています。

仕事の付 き合 いでお酒の席 も多 くありま

す。ムー ドを壊 さず,溶 け込みながら自分

を守るのは難 しい ことです。ジンジャエー

ルで通 してい ますが,カ ラオケバーへ も,

デ ィスコへも行 きます。 こういう部分は,

ご く若い皆 さんには真似 して欲 しくあ りま

せん。最初 にお話 しましたように,少 女時

代はそのような場所 には出入 りしませんで

した。今大入 として分別がつ くようになっ

たので,自 分でコントロールができるのです。

年齢に関係 なく,今 弱いなと思われる方

は十分な証を育ててか らにして下 さい。今

強いと思われる方 は,弱 い と思 う時の100倍

用心 して下さい。

人にはそれぞれの道があ ります。神の国

の義をまっす ぐに求め,こ の世的な もの と

かかわらず清 らか に生活できる方 もいらっ

しゃいます。その ような方は本当に幸福で

す。私はできる限 り多 くの方がそうであっ

て欲 しい と願 っています。私のように,こ

の世的な試練 の中で神の娘 として生きるの

はとて も苦 しいか らです。

例 の一件以来,私 が末 日聖徒 であるこ

とが広範囲に知れわた り,良 くも悪 し くも

まず末 日聖徒 として見 られるようにな りま

した。 これは本当に辛い ことでもあ ります

が,ま た誇 らしいことで もあります。私 の

一挙一動が責任 の重いものにな りました
。

キ リス トのみ名 を受けるとは,そ うした こ

とだ と思います。

辛い時はキリス トの瞭罪 を思い ます。万

人のために命をお捨 てになった方。私はだ

れのためでもない,自 分のために苦 しみ成

長 してい くのです もの。(こ がね ざわ･あ つ

こ 板橋支部扶助協会教師)

億麟 齎凌畑 ξ∋冒
璽@)ξ聰
一大阪堺ステーキ部堺第2ワ ード

部の青少年が呼びかけ一

国
たちが所属する堺第2ワ ー ド部では,

去 年の夏から青少年が中心 となり,

ボ ランティア活動の一環 として｢使 用済み

切手運動｣を 行 なってい ます。 この運動 は,

一度スタンプを押 された切手を集めて換金

し,BCGや レン トゲ ンフィルムなどの医

薬品をアジアの開発途上国へ送 り,飢 えや

病気に苦 しむ子供たちを救 うために役立て

ようとい うものです。

最初は切手の集め方や,ど こで切手の取
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末日聖徒初の市会議員

挑戦記
レポータ ー

国
月に行なわれた統一地方選挙に大阪

北ステーキ部か らふた りの兄弟が市

議会議員選挙に立候補 しました。高槻 ワー

ド部の山本五一兄弟 と岡町第1ワ ー ド部の

中川敏一兄弟です。私は このふた りの兄弟

の友人 として選挙応援 をさせていただ きま

したが,特 に中川敏一兄弟の応援 を通 して

の体験 を報告させていただ きたい と思いま

す。

立候補 の動機 は主に次の2点 で した。第

1に 税金の使 われ方,第2に 教育問題 です。

ひと昔前までは,東 の鎌倉,西 の豊中 と言

われるほど教育 レベルの高い市で したが,

現在では平均的なレベルに下が ってしまい

ました。市会 に出て市政 を変 えたいとの思

いが中川兄弟の立候補 の動機 とな りました。

準備を開始 したのは,昨 年の10月 です。
しろうと

週 に2度 行なわれた この道素人ばか りの作

戦会議は,し ばしば深夜にわた りました。

まず後援会の組織作 りです。事務所を借 り,

今 年1月15日 の後援会新年会,3月15日 選

挙事務所開き,支 援者 を募 るためにあらゆ

る友人知人 に立候補 の動機 を伝 える後援会

名簿作 りなど,目 まぐるしい 日々が続 きま

した。

告示 日まで まだ2カ 月ある,な どと考 え

大阪北ステーキ部

守谷 歓 二

(岡町第1ワ ード部第一副監督)

ている内に,す べ きことを一杯 し残 したま

ま,10日 間の選挙戦 はいよいよ本番に突入

してしまいました。

｢豊 中市の有権者の皆様
,お はようござ

います。豊中市会議員候補,無 所属新人中

川敏一が立候補の ご挨拶 に参 りました。豊

中生 まれ,豊 中育ち,豊 中をこよなく愛す

る者のひ とりでござい ます。若者 に夢 を,

ご老人 に愛 を,行 政 に心 を!… …｣の キャ

ッチフレーズで通勤途上の有権者 に米つ き

バ ッタのごとく深々 と頭 を下 げます。私 も

ずらりと並んだウグイス嬢に交 じって大声で

訴 えましたが,不 慣れなためす ぐに声がか

すれて しまいました。

選挙事務所では紹介者名簿 を票 にするた

めに電話 をかけまくる人,選 挙ハガキを書

く人,ま たひっきりなしにかかって くる電

話の応対,来 客の接待,食 事の準備 など,

ネ コの手 も借 りたい とはこの ことかと思 え

るほどです。 ほとん どの協力者は昼間は仕

事 を持ってお り,夜,奉 仕で協力 して くれ

ました。それだけに候補者の妻である中川

勝世姉妹の気の使い方は相当なもので した。

｢当 選 した ら
,次 回か らは自分たちでや

れよ。 もうこんな多忙はごめんだよ。選挙

なんて手をだすものじゃないねえ｣と 言い

たい放題 です。 もっとも私 もその中のひ と

りでしたが。
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た まの力である｣と いつ も思ってはいます

が,主 の戒めを守 り神殿 に入る信仰強い政

治家 もいるべ きではないでしょうか。

いつの日か,次 の選挙 に出ようとする兄

弟姉妹が,告 示の前,神 殿 でその思い と願い
かな

を問 い,そ の思いが適 えられる日を夢見て

い ます。(も りや･か んU)

4日 間 の神殿

参入 ツアー
札幌西ステーキ部から

59名 が参加

囮
幌西ステーキ部で は5月3日 から6

日までの4日 間,第3回 神殿 ツアー

を行 ないました。札幌ステーキ部の5人 の

参加者を含め,59人 の兄弟姉妹 は恵 まれて,

東京神殿 を訪問することがで き,大 きな感

謝 と感激 に満た され ました。一足先 に行っ

た数名の兄弟姉妹 を除いて,

私 たちは日航機 に乗 り込み,

私 たち末 日聖徒 とほかに も

う一団体程度の乗員 しかい

なか ったために,空 席だ ら

けの貸切機 のような格好で,

3日 朝9時50分,千 歳空港

の滑走路を東京羽田へ飛び

立 ちました。

今回の神殿訪問では宿泊

所が設置されたことによっ

て,今 まで都 内のホテルま

で行 き来 した時間が短縮 さ

れ,ま た滞在期間 も2日 間

か ら4日 間になり多 くの神

殿の儀式にあずかることができました。

5月3日 の札幌大通 り支部の松永兄弟 と

山口姉妹の神殿結婚の儀式を初め,亡 き夫

との夫婦の結び固めを受 けられた金木姉妹

や,夫 婦の結び固めを受 けられた3組 の夫

婦,自 分の先祖の身代 わ りの結び固めを受

けられた宮川姉妹,青 山姉妹,自 分の先祖

のバプテスマを受けられた中川姉妹,宮 永

姉妹,滝 川姉妹等を含 めて,死 者のエンダ

ウメン トの儀式など,4日 間にわたって受

けることができ,私 たちは確かに主は生 き

た まい,福 音 は真実である ことを喜びを持

って感 じることがで きました。

札幌西ステーキ部の死者のバ プテスマは

4日 と5日 の2日 間にわたって実施 され,

27人 の 身代 わりにより数百人の先祖たちの

死者のバプテスマを受 けることができ喜 ん

でい ます。

5月 のゴールデンウイー クには,丁 度福

岡ステーキ部 と名古屋ステーキ部からの神

殿参入 グループ と一緒にな り,金 曜 日の午

畷璽 嘘轟
義
､

職 謹蟹
●札幌西ステーキ部の教会員。東京神殿では5月 のゴールデ

ンウイーク中に956件 のエンダウメン トの儀式が行 なわれた
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のような者 に神の使いが来て下 さった こと

を感謝 します｣と いう言葉でした。私 は主

人の祈 りを聞 きながら温かいものに包 まれ,

涙 があふれて しかたあ りませんでした。そ

して3回 目のレッスンを終 えた時,は っき

りと｢バ プテスマを受けます｣と 言いまし

た。

一瞬耳を疑 いました
。奇跡が起 こったの

ではないか と思いました。思わず宣教師 と

子供たち と共に,ワ ッと喜びの声 を上 げま

した。私 と子供たちがバプテスマを受 けて

か ら4年 の間,機 会あるごとに教会の話を

し,バ プテスマ を勧めてもガンとして受け
いや

入れず,最 近では教会 の話 をすると嫌な表

情をし,声 を荒立 てる こともあ りました。

ですか ら,こ の時は本 当に祝福 されている

と強 く感 じました。バ プテスマの 日まで,

奇跡が起 こった と思い続けていましたが,

何 もしない ところに奇跡が起 こるはずがあ

りません。主人のバプテスマは私たちの奉

仕に対 する神様からのプレゼ ントであった

のです。

それは1982年,教 会堂建設の計画が具体

化した時で した。多 くの建築資金が必要で,

一人一人にチャレンジが与 えられるか もし

れない とい う話を聞いた時,私 は監督から

チャレンジを与えられ る前 に自分で収める

額 と支払 う方法を決めて主人 に相談 しまし

た。すると,｢君 が良しと決めたな らそ うす

ればいい｣と 快 く承知 して くれ ました。10

回 に分 けて収めてい くことにし,早 速4月

から始 めました。

7カ 月ほど過 ぎた頃,教 会堂建設資金に

関する教会の指針が大 きく変わ り,地 元負

担金が少ない額で済むようになりました。

小禄の建築資金 も間に合い,計 画 していた

労働提供 もしなくて済 むようにな りました。

私は自分が収 めている建築資金をどうしよ

うかと思い ましたけれども,当 初の予定 ど

お り決めた額 を収 め続 けることにしました。

ある時扶助協会の会長に私は自分の して

いることを話 しましたが,｢上 地姉妹,あ な

たは建築資金 を収 めたことで損 をした とい

う気持ちがありますか｣と 尋ねられ,私 は

｢い いえ
,む しろ満足感 と喜びがあ ります｣

と答 えました。その後建築資金の ことは私

の頭の中か らすっか り消えていきました。

教会堂が完成間近 になるにつれ,私 はそれ

までつぶや くことが多 く,大 した こともし

ていない自分 を省みて,こ の素晴 らしい教

会堂に入る資格が 自分にはあるのだろうか

という思いが強 くな り,不 安が募 りました。

しかし神様はそんな私 に対 して大 きな祝

福 を与 えて下 さい ました。バ プテスマの日,

扶 助協会会長が,｢上 地姉妹,ご 主人のバ プ

テスマは神様 からのプ レゼ ントです よ。姉

妹 は教会堂建築資金 を心か ら喜んで収めま

したね。それに対 するプレゼン トです。今

姉妹が一番喜ぶもの,そ れは金銭的なもの

よ りもご主人 のバプテスマだということを

神様 はよく知 っておられ ます。 しか も教会

堂が完成する この2月 とい う月にですよ｣

と話 されるのを聞いて,何 もない所に奇跡

が起 こったのではなく,確 かにこれは神様

か らのプレゼン トだ とい うことが分か りま

した。

私たちが心か らの奉仕を行なった り,戒

めに添った生活をする時,ま た｢天 のお父

様｣と 呼び求める時に確かな返事がある こ

とを心から証致 します。(う えち･き ょうこ

小禄 ワー ド部若い女性会長)
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時期ではなか ったのです。 そして約3年 後
おおみそ か

の去年の大晦 日に,再 び｢伝 道｣と い う言

葉が浮かび上が り,伝 道に出 る決心をした

のです。母 の了解 もふたつ返事で受 けるこ

とができました。

伝道 のことで私の姉妹に相談 した ところ,

あ まり賛成はしてもらえませんで したが,

｢韓 国だったら行 ってもいいと思 う｣と の

条件付 きで認 めて くれました。また,母 も

｢韓 国だ ったらいいなあ｣と 言っていたの

です。

ところが当人の私は,わ が祖国であ りな

が ら,行 きた くない気持ちで した。 しかし,

どうで しょう,中 村武史ステーキ部長 との

面接の当日になる と,不 思議な ことに韓国

へ行 きたい気持ちで一杯になったのです。

そ して,さ らに不思議 なことにステーキ部

長 の最初.の言葉 も｢ど うだ,韓 国へ行 く

か?!｣で した。.私は｢は い,.行 きたいで

す｣と 答 えていました。

自分の国に対する偏見は,か な り根強い

ものがあ りました。重 くの しかかって くる

この世 の数々の試練は,ほ とん ど祖国が原

因だったか らです。

この ことが原因で苦 しくて,自 ら他界 し

ようとしていた矢先に,1年 ほど先に改宗

していた姉から福音を聞 く機会にあずかっ

たのです。

末 日聖徒イエス･キ リス ト教会 は,こ の

世 の煩いをすべて取 り除いて くれる憩いの

場 とな りました。私のバプテスマ会 と今年

のお正月に民族衣装の｢チ ョゴリ｣を 着 ま

したが,皆 さんがほめて下さ り感謝 してい

ます。

今は もう偏見が,完 全 といっていいほど

取 り除かれています。皆 さんの愛 に感謝 し

ます。 また今 回の伝道は,神 様からの温か

いプレゼ ントだと感 じます。

一宮 ワー ド部で培 った4年 間の愛 と神様

からいただいた愛によって,病 んでいる人
いや

人 を癒す ことので きるこの教会の真実の教

えを宣べ伝 えたい と思います。私みたいな

者が とい う気持 ちもありますが,神 様が助

けて下 さることを知 っていますので,き っ

とで きると思います。

ジョセ ブ･ス ミスが神様 と御子イエス･

キ リス ト様 にまみ えたことを心か ら証 しま

す。主は私たちを愛 して下 さっていること

を証 します。 この教会が真実であることを

証 します。(リ･と み こ)

簿 …}

･》｢各地のたより｣｢私 の証｣｢職 業 と信仰シ

リーズ｣な どの原稿を募集しています。ま

た｢読 者のひろば｣に,今 月号を読まれて

の感想文をお寄せ下さい。

引0月 号掲載分締切は8月20日(必 着)で す。

投稿には必す連絡先(電 話番号)を 記入し

て下さい。宛先:〒106東 京都港区南麻布･

5-10-30末 日聖徒イエス･キ リスト教

会｢聖 徒の道｣編 集室。

■渋谷ブックセンターからのお願い

･》ご住所･お 届先変更の場合は,新 住所だけ

でなく,必 す旧ワード部/支 部名と1日住所･

新ワード部/支 部名をも記入して下さい。

ウ｢聖徒の道｣を途中から予約購読される場合

料金は次のようになっています。(10月 号

よりお申し込みの場合は,で きるだけ'84年

12月 号までお申し込み下さい)

'83
.8一"83.12

800円

'83
.9'83.12

640円

'83
.10→'83･↑2

550円

'83
.10-x'84.12

2,680円

'83
.11→'84.↑2

2,520円

'83
.12→'84.12

2,360円
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汝 らの神のみこころ,お よび多 くの難難の
つ

後 に続いて来るべ き栄光 に就 きては,現 在
もつ

肉眼を以てこれを見 ることを得ず。
ゆえ

多 くの銀難の後に祝福 は来 る。 この故に

汝 らが大 いなる栄えを受 くべ き日は来 るな

り｣(教 義 と聖約58:2-4)の 聖 句に慰め

を得 る様が克明に記 されています。

彼女のお母様の了解 を得て,数 日分の日

記を引用 させていただき,彼 女の証の一部

としたいと思い ます。

｢昭和56年12月8日 入院 した くなかっ

た。手術だなんてそんなにひ どい とは,自
がん

分で も信 じられない。『癌 の疑 いがあ ります

か。』『はい,あ ります。』ショックだった。

主は私 を見離された と感 じずにはいられな

か った。お祈 りして,み こころにかなうな

らお側に と話 したのに,心 の弱さか らかひ

どく突 き放 された感 じが した。 どうした ら

いいのか分からない。まだ生 きたい。

12月25日 見舞客,長 老たちが毎日来て

下 さる。親戚の人たち,近 所の人々,教 会

の人たち,家 族の愛に心が温か くなる。 た

くさんのプレゼン トと手紙 を頂いて,と て

もうれしい。母の愛 と親切に感謝は尽 きせ

ない。

昭和57年1月10日 退 院。寝 ころぶ と息

ができないほ ど腸が痛む。 しばらくして落

ち着 く。食べた物をほとん ど吐 く。苦 し く

て眠れない。が まんできな くて病院へ行 く。

体重35キ ログラム,足 腰は歩 くと弱い。心

もす っか り弱 くなってい る。

3月26日 この苦 しみの日々にこそ,主

を信頼す る心 を持つ ことが大切 と気付 く。

今 までなかった不平 ばか り,信 頼 とは正反

対,深 く反省 して気持ちを持ち直す。……

吐 き気,痛 み,焦 燥感,絶 え間ない。とて も苦

しい,そ れで も耐 えようと思 う。何 とか主

の力 を借 りて,ど んなにみじめな境遇で も

永遠の生命が ある。試練ならば(判 読不明)

の ように出てこれるようにがんばろう。

3月28日 昼 よ く眠る。 また夜眠れない。

苦 しい。主に向か って不平 を言 う。いつま

でこの苦 しみを受 けなければ と。その後,

少 し眠る。吐 き気,焦 燥感,眠 れない。 と
いや

て も苦 しいが今朝は癒 しを受 けた気がした。

多 くの歎難の後,栄 光は来る,し か しその

栄光 は肉眼 にて見ることあたわず。

『この 日で真弓のメモは終わ りました
。

翌 日からはしゃべるの も息苦 しく,酸 素吸

入を始めました。真弓のメモ を読んでいた

だ くのが一番 よくお分か りいただけると思
つづ

い,綴 りました。文字 はいたって下手の上

に病気が重 くなって書いたものですか ら,

とても読みに くいのですが,便 箋4枚 の筆

跡が形見 として残 りました。 こうして読み

なが ら書いているうちに,そ の時々の様子

を思い出 して新 たな涙が こみ上げてまい り

ます。31日 の1回 忌 には,教 会の人たちも

好 きだった花を供えて下 さり,遺 影が花で

埋 まるようで した。』｣

この ようにお母様は書いて下 さい ました。

伝道 に出て,町 田の地 に多 くの種を蒔 き,

佐世保 においては帰還宣教師 と.して活発 に

働 いて こられた彼女から,永 遠の生命に至

る道,復 活 について教 えを受けた私 は幸せ

だった と思 っています。

彼女が レッスンの中で,｢死 は私たちにと

って祝福です。私たちが永遠 に進歩するた

めに必要なのです｣と 言 ってお られた言葉

が昨日の ことの ように思い出されます。私

が現世の生活 を終 え,主 に召 される時,私

は精一杯生 きて きましたと胸を張って言え
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けはしないで……｣と 大声で泣 き出しまし

た。 その一言で,妻 の母に対する殺意は霧

の如 くに闇の中へ消えていきました。ピll .

それか らの数週間は酒びた りの毎 日でし『"'

た。元来酒嫌いの私は,ビ ールをコップに

一杯飲むと,真 っ赤な顔になり,す ぐ酔 っ

て しまうのです。その私が ウイスキーのジ

ャンボ･ボ トルを3日 で空 にして しまうほ

どで した。.

あ る夜半,私 は相 も変わらず涙を流 し,

もっぱ らウイスキーを浴びるように飲んで

お りました。その時,私 は一家心中を思い

立ちました。そ して前 日買 っておいたク リ

小刀 を手 にして,娘 と息子の寝ている部屋

に入 っていきました。部屋へ入 り,暗 い中

を手探 りで刃物 を抜 き,娘 の側 に寄 って娘

を刺そうとしました。すると,私 の気配 に

気付いた息子が蛍光灯 をつ けて,｢お 父 さ

ん,ど うしたの……｣と 声 をか けてきまし

た。その一言 を聞いただけで,私 は刃物 を

衣類の下に隠 し,自 分の部屋へすごすごと

帰ってきました。

私は当初,神 様は何 というむごいいたず

らを人々の人生 になさるのか と,大 層神様
うら

を恨んでお りました。それが私 に課せられ

た試練で,神 様が私 を神の国へ導 くための

方法であるとも知 らずに……。

妻が家を出て1カ 月位た った頃,私 は私

自身の始末 をつけるために自殺 をしようと

決心 しました。 そのようにすることが,子

供 を道連れに死ねなかった 自分 自身への決

着だ と思ったからです。
しおみ だい

汐見台の団地 に着いたのは,お よそ11時

半 を回った頃でした。夜半の風が冷た く肌

を刺 し,寒 気が鋭 く鼻を刺 したのを今で も『

はっきりと記憶 してお ります。

五階建の屋上 に着 き,涙 で物 も定かに見

えぬ目を見開き,今 しも地上 目掛 けて飛び
㌣降pよ

:ラとレま1した。,.揖.側ぞめ時
,真 向がいめ建物め五階で何 か人

の声がするので,ひ ょっとそちらの方へ 目

をや;りました。する之 親子4人(子 供 たち

はまだ幼か ったのです)が,楽 しそうに笑

.い声を上げなが ら遊んでお りました
。 その

ような光景 を目:にした私 は,も う自殺 をす

ることな どできませんでした。

次の日は日曜 日でした。私 は朝食 も取 ら

ずに放心状態で壁 を見てお りました。する

と娘がたった一言｢教 会 に行 ってらっしゃ

い｣と 言いました。

前の年の1977年 の末のことで した。外は

寒気が渦巻 き,冷 たい風が舞 ってお りまし

た。｢今 晩は!｣と い う声 に玄関に出てみま

す と,若 いアメリカ人 と日本人が立ってお

りました。それからは,彼 らは一週間に1

度 か2度,我 が家 を訪れ,イ エス･キ リス
かた

トの福音 を教 えて くれ ました。 しか し,頑
くな

固であった私 は教会へ誘われて もなかなか

行 こうとしませんでした。 そんな私ではあ

りましたが神様は私を教会 に導いて下 さい

ました。

教会へ初 めて行 った時の私は と言います

と,顔 は涙で くしゃくしゃにな り,悲 しみ

にゆがんでいました。人を信用で きな くな

って自暴 自棄 になっていた私の姿は,と て

も正視 できる状態でなかった と思います。

しかし,大 勢の兄弟姉妹たちがそんな私を

優 し く迎 えて下さい ました。心 より感謝 し

てお ります。

それから3カ 月間,私 はバプテスマを受

.けるための勉強を必死 になって続けました。

神様 を受け入れるための心の準備,そ の戒 め
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